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皆さんの生活に役立つ

皆さんの生活に役立つ紙面
の充実を目指します
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の充実を目指します♥
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広報あしや 1000号記念特集

町
民
に
愛
さ
れ
、
歴
史
を
語
る
広
報
紙
。

　
広
報
あ
し
や
は
、
令
和
５
年
７
月
号
で
１
０
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
創
刊
号

発
行
か
ら
約
55
年
の
間
、
広
報
あ
し
や
で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
町
政
の
歴
史
や
広

報
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
広
報
あ
し
や
を
育
て
た
人
や
こ
れ
ま
で
登

場
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

�広報あしや３００号
平成５年２月15日発行

♦
町
制
施
行
１
０
０
周
年

　
あ
し
や
サ
ン
バ
誕
生

昭
和
43
年

平
成
５
年

平
成
元
年

昭
和
59
年

昭
和
53
年

昭
和
51
年

♦�

役
場
現
庁
舎
が
中
ノ
浜

か
ら
新
築
移
転

♦�

町
立
芦
屋
中
央
病
院
が

幸
町
で
開
院

♦�

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー（
現

中
央
公
民
館
）
が
開
館

♦�

正
門
通
り
商
店
街
の

ア
ー
ケ
ー
ド
が
完
成

昭
和
45
年

昭
和
49
年昭

和
63
年

♦�

総
合
運
動
公
園
が
完
成

♦�

町
木
「
く
ろ
松
」・
町
花

「
は
ま
ゆ
う
」
の
制
定

平
成
３
年

広報あしや創刊号
昭和 43年５月 20日発行

�広報あしや８８号
昭和59年５月１日発行

�広報あしや１００号
昭和59年11月１日発行

�広報あしや２００号
昭和63年12月15日発行

２００号当
時の人口は、約
1万 8000人。
現在より約5000 人
も多いです！

　広報あしやと
役場だよりが統合し、

A4サイズ・月２回発行へ。
　「広報あしや」の題字も同時
にリニューアルしました。題字
デザインは、芦屋町出身の野間
夏男さん（元大学教授でイラ
ストレーター）です。
※創刊号も野間さ
んがデザイン

　当時はタブ
ロイド版で、
年４～６回の
発行でした。

昭
和
44
年

♦�

新
競
艇
場
完
成

広報あしや　2023.7 ②



平
成
11
年

令
和
３
年

平
成
30
年

平
成
21
年

平
成
14
年

平
成
13
年

♦�

芦
屋
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ア
ッ
シ
ー
誕
生

♦
砂
浜
の
美
術
展
開
催

♦�

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
ア
ク

ア
シ
ア
ン
オ
ー
プ
ン

♦
芦
屋
釜
の
里
開
園

♦
芦
屋
中
央
病
院
が

　
山
鹿
へ
移
転

平
成
７
年

平
成
９
年

♦�

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や

オ
ー
プ
ン

♦
な
み
か
け
大
橋
が
開
通

♦�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
運
行
開
始

平
成
17
年

平
成
24
年

♦�

夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う

公
園
が
完
成

平
成
25
年

平
成
26
年

�広報あしや４００号
平成９年４月 15日発行

�広報あしや５００号
平成13年６月15日発行

�広報あしや６００号
平成17年８月20日発行

�広報あしや８００号
平成25年12月15日発行

平成24年（２０１２）平成24年（２０１２）

７５５７５５号号

１１２２月月 日日

二
は た ち

十歳の門出
　寒の緩んだ１月９日、町民会館で成人式が行われました。式典では、芦屋中学校吹
奏楽部ＯＢによる芦屋中学校の校歌演奏があり、新成人たちは懐かしそうに口ずさん
でいました。また久しぶりの旧友や恩師との再会に会場は終始、和やかな雰囲気で、
話をしたり、メールアドレスを交換したりしている様子が見られました。

�広報あしや７５５号
平成 24年２月１日発行

初のフルカラー
表紙！成人式の華やかな様
子がきれいに載っています。

８８０号

４
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

 ひ
ろ
び

ろ
と
見

渡
せ
る

中
央

公
園

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

　
大
型
複
合
遊
具
や
健
康
遊
具
、
災
害
時
の
簡
易
避
難
施

設
「
防
災
パ
ー
ゴ
ラ
」
や
炊
き
出
し
が
で
き
る
「
か
ま
ど

利
用
で
き
ま
す
。防

災
パ

ー
ゴ

ラ
：

災
害

時
に

は
テ

ン
ト

を
設

営
し

、
一

時
的

な
簡

易
避

難
場

所
と

な
り

ま
す（

左：テ
ン

ト
設

営
）

８２２号

11
月

日

平
成

26 年（２０１４）

15
風船さん、

ひまわりの種と手紙を

遠くに運んでくださいね

人権の花運動～感謝状贈呈式～

　10 月
21 日、

山
鹿

小
学

校
で

福
岡

法
務

局
北

九
州

支
局

か
ら

山
鹿

小
学

校
に

人
権

の
花

運
動

を
行

っ
た

こ
と

に
対

し
感

謝
状

が
贈

ら
れ

ま
し

た。
人

権
の

花「
ひ

ま
わ

り
」

を
育

て
る

こ
と

が、
お

互
い

に
協

力
し

合
う

こ
と

や
感

謝
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

知
る

機
会

に
な

り
ま

し
た。

ま
た、

こ
の

活
動

の
輪

を
広

げ
る

た
め、

山
鹿

小
学

校
３

年
生

68 人
と

愛
生

幼
稚

園
年

長
児

16 人

がひまわりの種と手紙をつけた風船を大空に放ちました。※
風船は土にかえる環境にやさしいエコ風船です。

平
成

26 年（２０１４）

10
１月

日

８１９号

愛
の

福
祉

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

船
頭

町
の

敬
老

会
　

９
月

15 日
の

「
敬

老
の

日
」、

船
頭

町
公

民
館

で
高

齢
者

の

皆
さ

ん
に

楽
し

ん
で

も
ら

お
う

と
、

今
年

で
7 回

目
と

な
る

敬

老
会

が
あ

り
ま

し
た

。お
も

し
ろ

い
ひ

ょ
っ

と
こ

踊
り

で
楽

し
く

幕
開

け
で

す
。

地
域

の
皆

さ
ん

が
つ

く
っ

て
く

れ
た

お
弁

当
を

々
口

と」
ね

い
た

が
り

あ、
ね

い
し

い
お、

ね
い

し
楽

「、
て

し
に

手
に

。
み

ん
な

で
支

え
あ

う
す

て
き

な
時

間
に

な
り

ま
し

た
。

８２９号

１
３

月

日

平
成

27 年（２０１５）

近
年
、
選
挙
の
投
票
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、

特
に
20歳
代
の
若
者
の
選
挙
離
れ
や
政
治
に
対

す
る
無
関
心
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
や
政
治
は
自
分
の
生
活
に
直
接
の
関
係
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

実
は
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
政
治
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

遠
賀
郡
４町
と
中
間
市
の
広
報
担
当
者
が
同
じ

テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
「１市
４

町
合
同
企
画
」。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
選
挙
」

で
す
。
今
回
は
、
一
つ
の
質
問
に
対
す
る
幅
広

い
年
代
の
み
な
さ
ん
の
考
え
方
を
紹
介
し
な
が

ら
、
選
挙
の
仕
組
み
に
触
れ
て
み
ま
す
。

選挙のホンネ。

～遠賀・中間１市４町合同企画～

 

８４１
号

９
月

日

平
成

27 年（２０１５）

１

こ
の
夏
、
芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
が
町
を
明
る
く
元
気
に
す
る

た
め
に
、
３
種
類
の
新
し
い
装
い
で
走
り
は
じ
め
ま
し
た
。

♪走
る

～
  走

る
～

タ

ウ
ン

バ
～

ス
♪

♪
ぼ

く

ら
～

を
乗

せ
  

中
央
病
院
を

出
発
し
ま
す

遠
賀
川
駅
か
ら
走
っ
て
き
まし
た

デ
ザ
イン
は
夕日
が
テ
ー
マ
で
す

正門通りをぬけて祇園橋

デ
ザ
イン
テ
ー
マ
は
名
所
・
名
産
品
で
す

芦屋町イメージキャラクター・

アッシーもタウンバスをＰＲ

デザインテーマは海です

芦
屋
橋
を
渡
っ
て
い
ま
す

♪
走

り
～

だ
～

す
♪

８４０
号

８
月

日

平
成

27 年（２０１５）

20

夕
焼
け
空
に
煌
き
ら
め
く

あ
し
や
花
火
大
会

７
月
26 日
、
山
鹿
側
よ
り

８３８号

７
月

日

平
成

27 年（２０１５）

15

あし
や

の
夏

暑くても

な
ぜ

か
さ

わ
や

か

赤シソ収穫、真っ最中

芦屋海水浴場

アクアシアン入口、イルカの砂像
白く輝くはまゆうの花　はまゆう群生地

ⓒ
芦
屋
町
ア
ッ
シ
ー

遊
ん
で
、
飲
ん
で

食
べ
て
、
あ
し
や
の

夏
を
楽
し
も
う
～
！

おいし
い
ね

♡

ジュース
だ
よ

粟屋のシソでつく
っ
た

山鹿のとうもろこし

電子レンジでチン♪

ガ
ブ
ッ
！

芦屋漁港で水揚げされた

朝取れのヤリイカを

魚屋さんで買ってきました。

写真提供：マリンテラスあしや

とってもあま～い！

あしやんいかは
夏が旬なんだって

８３７号

１
７

月

日

平
成

27 年（２０１５）

　
６

月
13 日

、
総

合
体

育
館

で
行

わ
れ

た
子

ど
も

と
大

人
の

科
学

フ
ェ

ス
タ

に

600 人
を

超
え

る
親

子
連

れ
が

参
加

し
、

科
学

の
不

思
議

と
楽

し
い

遊
び

が
融

合

し
た

楽
し

さ
倍

増
の

1 日
を

過
ご

し
て

い
ま

し
た

。
風

に
乗

っ
て

飛
ん

で
い

く
大

き
な

シ
ャ

ボ
ン

玉
に

、子
ど

も
た

ち
は

ど
ん

な
夢

を
描

い
て

い
た

の
で

し
ょ

う
か

。

８５2 号

２
月

日

平成
28 年（２０１６）

15

　
１
月
24 日
、
約
40 年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
大
寒
波
が
西
日
本
を
襲
い
、
芦
屋
町

も
一
面
銀
世
界
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
、
小
学

校
の
運
動
場
に
降
り
積
も
っ
た
白
い
雪
に
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
。
記
録
的
な
寒
波
も
子
ど
も

た
ち
の
元
気
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
ね
。

８４２号

９
月

日

平
成

27 年（２０１５）

15

八はっさ
く朔
の
節
句

　９月１日、わら馬に囲まれた
蒲

原
和

也ちゃん（
緑ヶ丘

）は
、八

朔の
節

句を
迎

え
、

家
族

や
親

戚
に

祝
福

さ
れ

まし
た

。八
朔

の
節

句
は

約
300 年

前
か

ら
続く筑

前
芦

屋
の

伝
統

行
事

で
、子ど

もが
生まれ

、はじ
め

て
迎

える８月朔日（
旧

暦
の８月１日。現

在
の９月１日）に、男の

子
には

わらで
つくった

わら馬
を

、女
の

子
には

米
粉

で
つ

くっただご
び

ーな（
団

子
雛

）をかざり、その
子

の
健

やか
な

成
長

を
願うもので

す
。

。
た

し
ま

れ
さ

択
選

に
財

化
文

俗
民

の
国

ら
か

年91
成

平
、

は
事

行
の

こ 
※

８６１号

７
月

日

平
成

28 年（２０１６）

１

夏

　
本
格
的
な
夏
が
到
来
し
ま
す
。

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
、
こ
ま
め
な

水
分
補
給
を
お
忘
れ
な
く
。

　
健
や
か
に
夏
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

８６０号

６
月

日

平成
28 年（２０１６）

15

　
な
み
か
け
遊
歩
道
は
、
海
の
侵
食
作
用
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
自
然
の
彫
刻
道
で
、
遠
賀
川
河
口

の
山
鹿
か
ら
洞
山
、
千
畳
敷
、
夏
井
ヶ
浜
へ
と
続

い
て
い
ま
す
。
美
し
い
海
岸
線
の
た
め
、
古
く
か

ら
詩
歌
に
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。

梅

ま

れ

は

ゆ

つ

間
晴
雨

に
か
や
わ
さ
、

は
ど
な
グ
ン
リ
ク
イ
サ

か
す
で
が
か
い

８５４号

3
月

日

平成
28 年（２０１６）

15

８５３号

１
３

月

日

平
成

28 年（２０１６）

遠
賀
・
中
間
１
市
４
町
合
同
企
画

ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
と

５
つ
の
物
語

８６５号

９
月

日

平
成

28 年（２０１６）

１

　
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
は
ね
そ
」
は
、

200 年
以
上
前
か
ら
芦
屋
町
に
伝
わ
る
盆
踊
り
で

す
。
８
月
16 日
の
夜
、
戦
没
者
慰
霊
町
民
盆
踊
り

大
会
が
中
央
公
園
で
行
わ
れ
、「
芦
屋
町
は
ね
そ
保

存
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
太
鼓
や
歌
と
と
も
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

 

８６４号

８
月

日

平
成

28 年（２０１6）

20

あ
し

や
花

火
大

会
2016

７
月

23 日
、

西
浜

町
側

よ
り

芦
屋

橋
を

望
む

８７７号

１
３

月

日

平
成

29 年（２０１７）

遠賀・中間１市４町合同企画　

　地元の特産品を使ったオリジナルのレシピを紹介します

平
成

29 年（２０１７）

８７６     号

２
月

日
15

　
響
灘
の
水
平
線
ま
で
見
渡
せ
る
夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う
公
園
に
は

恋
人
の
聖
地
に
認
定
さ
れ
て
い
る「
響
愛
の
鐘
」
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
寒
い
時
期
で
も
太
陽
の
暖
か
い
陽
射
し
を
浴
び
れ
ば
、
心
も

体
もほっこり。次

つ
ぎ
と家
族
連
れ
など
が
訪
れ
てい
まし
た
。

８７３号

１
月

日

平成
29 年（２０１７）

10

今
年

も
広

報
あ

し
や

を

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

（
芦

屋
釜

の
里

で
撮

影
）

平
成

28 年（２０１６）

８６８号

10
月

日
15

筑前芦屋だごびーなとわら馬まつり

　
わ

ら
馬

400 頭
と

だ
ご

び
ー

な
200 体

を
展

示
す

る「
筑

前
芦

屋
だ

ご
び

ー
な

と
わ

ら
馬

ま
つ

り
」

が
９

月
24 日

か
ら

２
日

間
、

町
民

会
館

で
行

わ
れ

、

大
勢

の
人

が
来

場
し

ま
し

た
。

こ
れ

は
、

約
300 年

前
か

ら
芦

屋
に

伝
わ

る

「
八

朔
の

節
句

」
に

ち
な

み
、

毎
年

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

　「
八

朔
の

節
句

」
は

子
ど

も
が

生
ま

れ
、

は
じ

め
て

迎
え

る８
月

朔
日（

旧
暦

の
８

月
１

日
。

現
在

の
９

月
１

日
）

に
、

男
の

子
に

は
わ

ら
で

つ
く

っ
た

わ
ら

馬
を

、
女

の
子

に
は

米
粉

で
つ

く
っ

た
だ

ご
び

ー
な

（
団

子
雛

）
を

か
ざ

り、

そ
の

子
の

健
や

か
な

成
長

を
願

う
伝

統
行

事
で

す
。

。
た

しま
れ

さ
択

選
に

財
化

文
俗

民
形

無
の

国
ら

か
年91

成
平、

は
」

句
節

の
朔

八
「 

※

８８０号

４
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

 ひ
ろ
び

ろ
と
見

渡
せ
る

中
央

公
園

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

　
大
型
複
合
遊
具
や
健
康
遊
具
、
災
害
時
の
簡
易
避
難
施

設
「
防
災
パ
ー
ゴ
ラ
」
や
炊
き
出
し
が
で
き
る
「
か
ま
ど

利
用
で
き
ま
す
。防

災
パ

ー
ゴ

ラ
：

災
害

時
に

は
テ

ン
ト

を
設

営
し

、
一

時
的

な
簡

易
避

難
場

所
と

な
り

ま
す（

左：テ
ン

ト
設

営
）

平
成

29 年（２０１７）

８７８     号

３
月

日
15

　

は
花

開
の

桜

。
ね

す
で

こ
そ

ぐ
す

く
て

。
す

ま
し

介
紹

を

。
か

ん
せ

ま
み

て

緑ヶ丘グラウンド

浜口町公民館

総合運動公園

マリンテラス入口

須賀神社 

芦屋釜の里

城山公園 

※写真は昨年撮影したものです

８８4 号

６
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

８６０号

６
月

日

平成 28 年（２０１６）

15

　なみかけ遊歩道は、海の侵食作用によっ

てつくられた自然の彫刻道で、遠賀川河口

の山鹿から洞山、千畳敷、夏井ヶ浜へと続

いています。美しい海岸線のため、古くか

ら詩歌に詠われています。

梅

ま れ

は ゆ

つ

間
晴
雨

に
か
や
わ
さ
、

は
ど
な
グ
ン
リ
ク
イ
サ

か
す
で
が
か
い

　
昨
年
の
広
報
あ
し
や

６
月
15日
号
の
表
紙
と

同
じ
な
み
か
け
遊
歩
道

に
今
年
も
行
って
み
まし

た
。
今
回
は
満
潮
時
に

撮
影
し
た
の
で
、
狩
尾

神
社
の
鳥
居
が
海
の
中

に
浸
か
って
い
ま
す
。撮

影
ス
ポットは

右
の
地
図

★
印
のところで

す
。

★

８８３号

６
月

日

平成
29 年（２０１７）

１

　
5 月

14 日
、

柏
原

漁
港

で
山

鹿
小

学
校

６
年

生
67 人

と
漁

業
者

な
ど

が
、

カ
サ

ゴ
の

稚
魚

を
放

流
し

ま
し

た
。

ト
で

、県
内

各
所

で
行

わ
れ

て
い

る
リレ

ー
放

流
で

す
。芦

屋
町

で
は

浜
運

動
会

の
開

催
と

あ
わ

せ
て

行
わ

れ
た

た
め

、

カ
サ

ゴ
の

稚
魚

は
保

護
者

や
地

域
の

皆
さ

ん
な

ど
か

ら
も

見
守

ら
れ

な
が

ら
海

の
中

へ
滑

り
込

ん
で

い
き

ま
し

た
。

８８２号

５
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

芦
屋

海
浜

公
園

に

チ
ャ
レ

ン
ジ

シ
ョ
ッ

プ
オ

ー
プ

ン
　

　
４
月
22日
、
町
が
公
募
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

事
業
の
第
１号
店
「
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ａ
ＭＩＹ

Ａ
」（
は
さ
み
や
）

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ア
ッ
シ
ー
く
ん
も

食
べ
る
？

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
パ
ン
で

は
さ
ん
だ
、
は
さ
み
物

00：01 　ンプーオ
クローズ　季節による

定休日　不定休

ところ　アクアシアン横

　　　　大字芦屋
1455-284

詳しくはフェイスブックを

ご覧ください

８８１号

５
月

日

平成
29 年（２０１７）

１

やります　  情報発信！

８８７号

８
月

日

平
成

29 年（２０１7）

１

８９２号

10
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

　
小
学
校
運
動
会・家

族で
お
弁当タイム

　「
いっぱ

い
食
べ
て、午

後
もが
んば
ろうね

」

８９１号

10
月

日

平
成

29 年（２０１７）

１

８９０号

９
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

八
朔
の
節
句
　
髙
野
栄
心
ち
ゃ
ん
（
西
浜
町
）

８９９号

２
月

日

平
成

30（２０１８）年

１

福
田
倖
宜
さ
ん

中
学

３
年

間
担

任
を

し
て

く
だ

さった橋本先生に大人になっ

た人間性を見てもらいたい。
鈴
木
あ
か
ね
さ
ん

看護師になるため勉強中。１

年
後

の
国

家
試

験
合

格
を

目
指

して、がり勉になる。 坂
尾
優
汰
さ
ん

両
親

に
成

長
し

た
姿

を
見

せ
た

い。20 年
間

育
て

て
く

れ
て

感

謝している。

野
村
祥
子
さ
ん

大学の理学部で科学や生物を

勉強中。いい成績を取って化

粧品関係の仕事に就きたい。

井
上
雅
貴
さ
ん

国際文化を専攻し勉強中。グ

ロ
ー

バ
ル

な
人

材
を

育
て

る
英

語教師になりたい。
星
本
亜
里
沙
さ
ん

保
育

士
に

な
っ

て
結

婚
し

て、

25 歳
ま

で
に

子
ど

も
を

生
ん

で

育てたい。

山
下
将
弥
さ
ん

子
ど

も
た

ち
が

夢
の

あ
る

楽
し

い
子

ど
も

時
代

を
過

ご
せ

る
よ

うに導ける教師になりたい。

山
本
春
菜
さ
ん

4 月から人を幸せにするウェ

ディングプランナーとして働

き、皆に喜んでもらいたい。

梅
崎
愛
望
さ
ん

４月から東京の声優養成事務

所に行くことが決まった。も

らえる仕事はすべて挑戦する。

茂
田
佳
乃
さ
ん

医療機器を扱う臨床工学技師

になるため、２年後の国家試

験にむけ勉強に集中する。 髙
野
雄
介
さ
ん

大学で海をテーマに魚の研究

をしている。芦屋町の海や川

の環境保全に貢献したい。

祝
成
人新成人インタビュー

す
が
す
が
し
い
笑
顔

で
将
来
の
夢
な
ど
を

答
え
て
く
れ
ま
し
た

８２７号

１
２

月

日
遠
賀
郡
消
防
合
同
出
初
式

い
か
な
る
と
き
も

勇
気
・
実
直
・
そ
し
て
行
動

町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め

持
て
る
力
を
貢
献
し
続
け
る
人
々
が
い
る

平
成

27 年（２０１５）

 　１月
11日、総

合
運

動公園で

８２０号

10
月

日

平
成

26 年（２０１４）

15

芦屋町イメージキャラクター

アッシー
に決まりました

　
芦
屋
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
７
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
297 点

も
の
応
募

が
あ
り
、
厳
正
な
る
審
査
と
町
内
小
中
学
生
の
最
終
投
票
の
結
果
、
金
津
博
さ
ん
（
新

潟
県
在
住
）
の
作
品
「
ア
ッ
シ
ー
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ア
ッ
シ
ー
は
、芦
屋
釜
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、衣
装
と
靴
で
「
白
砂
青
松
」

を
表
現
。両
手
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
の
は
、芦
屋
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
姿
で
す
。ま
た
、

あ
し
や
砂
像
展
の
開
催
期
間
中
に
着
ぐ
る
み
の
お
披
露
目
を
す
る
予
定
で
す
。

芦
屋を
いっぱ

い

ひ
ろ
め
てくだ

さ
い

ア
ッ
シ
ー
さ
ん

頭
は
重
く
な
い

で
す
か
？

パ
シャ
!!

パ
シャ
!!

　
こ
ん
に
ち
は
、

　
ア
ッ
シ
ー
で
す
。

芦
屋
町
の
ア
イ
ド
ル
と

し
て
が
ん
ば
り
ま
す

感
想
を

ひ
と
こ
と
で

お
ね
が
い
し
ま
す

ア
ッ
シ
ー
さ
ん

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

パ
シ
ャ
!!

パ
シ
ャ
!!

パシャ!!

８８６号

７
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

８９４号

11
月

日

平成
29 年（２０１７）

15

町民力でまちおこし　第８回祭りあしや

８９３号

11
月

日

平
成

29 年（２０１７）

１

２０１７

８９７号

１
月

日

平
成

30（２０１８）年

10

今
年
も
広
報
あ
し
や
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（
芦
屋
釜
の
里
で
撮
影
）

８９５号

12
月

日

平
成

29 年（２０１７）

１

 松林を再生しよう　～ボランティア植樹～

　
11月
18 日
、
白
浜
保
安
林
で
潮
風
や
飛
砂
の
害
か
ら
守
っ
て

く
れ
る
松
林
の
再
生
の
た
め
、マ
ツ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
宝

く
じ
松
」
配
布
・
植
栽
事
業
の
1000 本

、「
が
ん
ば
れ
芦
屋
町
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
の
250 本

、
合
計
1250 本

を
140 人

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
1時
間
ほ
ど
か
け
て
植
え
ま
し
た
。

平
成

26 年（２０１４）

８
１月

日

８１５号

笠
山
園
祇 勢

威

漲
ぎ
な
み

り
祭
の
屋
芦
る

ワ
シ

イ

!!
ワ
シ

! !

８３３号

１
５

月

日

平
成

27 年（２０１５）

　海浜公園では、毎年４～５月にかけ、芦屋っ子たちの健やかな成長を願い、

こいのぼりを大空に泳がせています。

　元気いっぱいの子どもたちは芦屋小学校学童クラブの皆さんです。

潮
か

お
るあ

し
や
の
空
に
泳
ぐ
こ
い
～

２２
平成 30（２０１８）年平成 30（２０１８）年

1515

９００９００号号

月月 日日

　創刊 900 号を迎えた広報あしや。町の政策や出来事などを皆さんに伝えてきた、
町一番の情報紙です。これからもますますまい進していきます。

�広報あしや９００号
平成 30年２月 15日発行

９７３９７３号号

４４月月 日日１１
令和３（２０２１）年令和３（２０２１）年

町制施行130周年ロゴマーク
　町制施行130周年ロゴマークを募集し、応募作品の中からロゴマーク
が決定しました。町制施行130周年を盛り上げるために、すばらしい作
品を応募してくださった皆さま、ご協力いただきありがとうございました。
　ロゴマークの詳細は裏表紙に掲載しています。

�広報あしや９７３号
令和３年４月１日発行

現在の月１回
発行になりました。

　また、町制施行130
周年記念ロゴが発表さ
れた号でした。

国の重要文化財で
ある芦

あしやあられじしんなりがま
屋霰地真形釜

が芦屋町に里帰り！

令
和
５
年

♦�

広
報
あ
し
や

　
１
０
０
０
号
発
行

�広報あしや７００号
平成21年10月15日発行

10001000 号号

７７月月

令和５(２０２３ ）年令和５(２０２３ ）年

広報

千
号

★

★

★ ★

★

皆さんの生活に役立つ

皆さんの生活に役立つ紙面
の充実を目指します

紙面
の充実を目指します♥

地元
いちばんの情報紙地元
いちばんの情報紙

広報
あしや

広報
あしや１０００１０００号達成号達成

★
★

皆さんの生活に役立つ

皆さんの生活に役立つ紙面
の充実を目指します

紙面
の充実を目指します

�広報あしや１０００号
令和５年６月 25日発行

平
成
22
年

♦�

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
モ
ー

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
開
始

広報あしや　2023.7③



広報あしや 1000号記念特集
　

昭
和
52
年
か
ら
約
８
年
間
、
役
場
の

広
報
担
当
者
と
し
て
作
成
に
携
わ
り
、

現
在
の
広
報
あ
し
や
の
基
と
な
る
形
を

作
っ
た
、
大
長
光
信
行
さ
ん
に
当
時
を

振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｑ�　
ど
の
よ
う
に
広
報
紙
を
作
っ
て
い

ま
し
た
か

Ａ�　
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
も
ワ
ー
プ
ロ
も
な
い

時
代
だ
っ
た
の
で
、
記
事
は
原
稿
用
紙

に
手
書
き
で
書
い
て
い
ま
し
た
。
取
材

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
も
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
録
音
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

書
き
起
こ
す
の
も
一
苦
労
で
し
た
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
は
そ
の
日
の
う
ち
に
原
稿

に
し
な
い
と
、
話
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
家
に
帰
っ
て

夜
の
12
時
を
回
っ
て
、
妻
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
起
こ
し
た
原
稿
を
基
に
紙

面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
、
と
に
か

く
全
部
手
作
業
で
や
っ
て
い
た
の
が
大

変
で
し
た
ね
。
当
時
は
担
当
１
人
で
し

た
か
ら
。

Ｑ�　
当
時
は
、「
役
場
だ
よ
り
」
と
「
広

報
あ
し
や
」
が
あ
っ
て
２
つ
を
統
合

し
た
と
の
こ
と
で
す
が

Ａ�　
役
場
だ
よ
り
に
は
「
お
知
ら
せ
記

事
」、
広
報
あ
し
や
に
は
町
の
計
画
な

ど
「
行
政
の
情
報
」
を
載
せ
て
い
た
の

で
す
が
、
役
場
だ
よ
り
の
方
が
生
活
に

直
結
す
る
情
報
な
の
で
よ
く
読
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
記
事
と
行
政

の
情
報
を
一
緒
に
載
せ
る
こ
と
で
、
町

に
今
ど
ん
な
問
題
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
く
の
か
、
町
の
動
き
や

将
来
像
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
え
る
と
思
い
、
両
方
の
良
さ
を
生

か
し
て
統
合
し
ま
し
た
。

Ｑ�　
広
報
紙
を
作
る
と
き
に
、
特
に
注

意
・�

意
識
し
て
い
た
こ
と
は
何
で
す
か

Ａ�　
「
中
学
生
が
読
ん
で
も
わ
か
る
表
現

に
し
な
さ
い
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い

た
の
で
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

広
報
紙
を
統
合
し
て
か
ら
は
特
に
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
町
民
に
紙
面
に
出
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
親
戚

や
友
だ
ち
が
載
る
と
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
ん
で
す
よ
ね
。

Ｑ�　
取
材
な
ど
で
苦
労
し
た
話
、
思
い

出
話
な
ど
は
あ
り
ま
す
か

Ａ�　
ひ
と
つ
は
、
花
火
大
会
の
写
真
で

す
。
目
で
見
る
よ
う
な
花
火
の
写
真

が
簡
単
に
撮
れ
る
と
思
っ
て
、
フ
ィ

ル
ム
１
本
分
撮
っ
た
ん
で
す
が
、
い

ざ
現
像
し
て
み
る
と
、
夜
空
の
黒
に

に
白
い
点
々
が
付
い
て
い
る
だ
け
の

写
真
で
し
た
。
あ
わ
て
て
カ
メ
ラ
が

得
意
な
先
輩
に
撮
り
方
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
し
っ
か
り
撮
れ
た
時

は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
広
報
の
表
紙
に
使
い
ま
し
た
よ
。

　
　
も
う
ひ
と
つ
は
、
当
時
中
学
生
だ
っ

　

�

た
中
西
千
枝
子
さ
ん
（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表
選
手
。

現
在
は
濱
田
千
枝
子
さ
ん
）
を
取
材

し
た
こ
と
で
す
。
中
西
さ
ん
は
、
陸

上
競
技
で
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
同

時
に
活
躍
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
後

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
名

セ
ッ
タ
ー
に
な
っ
た
人
を
取
材
し
た

と
思
う
と
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

Ｑ�　
現
在
の
広
報
あ
し
や
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
し
ま
す

Ａ�　
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
だ
け
で
な

く
、
今
の
情
報
や
未
来
の
た
め
の
情

報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
例
え

ば
、
取
材
に
行
っ
て
、
町
民
の
人
か
ら

話
を
聞
い
て
、
そ
こ
か
ら
わ
か
る
町
の

テ
ー
マ
を
特
集
記
事
に
し
た
り
、
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
専
門
家
の

話
を
聞
く
な
ど
、
よ
く
調
べ
て
、
か
み

砕
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ�　
最
後
に
広
報
あ
し
や
１
０
０
０
号

へ
の
想
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

Ａ�　
１
０
０
０
号
と
い
う
の
は
重
み
を

感
じ
ま
す
ね
。
広
報
の
歴
史
で
も
あ

り
、
町
の
歴
史
、
そ
し
て
、
町
の
人

の
歴
史
で
す
よ
ね
。
１
号
に
１
人
と

し
て
も
最
低
で
も
町
民
が
１
０
０
０

人
載
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
広
報
は

町
民
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
情

報
源
な
の
で
、
絶
や
す
こ
と
な
く
、

２
０
０
０
号
、
３
０
０
０
号
と
続
く

よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

広
報
あ
し
や
を
育
て
た
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

昔の広報あしやを見ている大長光信行さん
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広
報
あ
し
や
に
載
っ
た
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
元
に
最
も
密
着
し
た

情
報
紙
「
広
報
あ
し
や
」

【広報あしや２号】（昭和
43年８月１日発行）に掲
載された重岡利栄子さん
（山鹿）。４歳の時に心臓の
手術を受けるための血液
が足りず、町ぐるみの愛の
献血運動が行われ、無事、
手術が成功した報告と感
謝の記事が掲載されまし

た。当時は医療の技術が発達しておらず、手術当
日に採取した血液が必要で、町民約30人、航空
自衛隊員約100人の献血が行われたそうです。
　「そのころの記憶はしっかり覚えていて、泣き
ながら手術室に入りました。たくさんの皆さん
に助けていただいたことは家族からもたくさん
話を聞きました。皆さんのおかげで私は生きて
います」と話してくれました。

【広報あしや４１１号】（平
成９年10月１日発行）に
掲載された吉田博恵さん
（祇園町）。当時はみどり
園に務めており海外へ視
察に行った話と障がいの
ある人への思いを語って
いました。現在は、ＮＰ
Ｏ法人障がい者ＹＹくら

ぶの理事長を務め、広報あしやの配布にも携わっ
ています。
　「ＹＹくらぶができたころから広報を配らせて
もらってます。施設のみんなと広報を配ると、
町民から話しかけてもらえます。地域の人とつ
ながりができて、私たちにとっても町民にとっ
ても広報あしやは大切なんだと実感しています」
と話していました。

【広報あしや６６９号】（平
成20年７月１日発行）に
掲載された中西奈津子さ
ん（現在は田島奈津子さ
ん。山鹿）。全国各地の
民謡大会優勝者が日本一
を競う「日本民謡フェス
ティバル」が東京ＮＨＫ
ホールで開催され、初出

場でグランプリを獲得した、中西奈津子さんの
快挙が報告されました。
　グランプリ受賞後は、「民謡魂ふるさとの唄」
などＮＨＫテレビ・ラジオの番組出演で全国のス
テージに立ち、民謡ファンを魅了し続けています。
また、地元では芦屋町敬老会や祭りあしやに出演
され、三味線の音色と美しい歌声、笑顔のお話で、
町民の皆さんを元気にしてくれています。

現在は民謡歌手・藤永翠珠
として活躍中

【広報あしや５０９号】（平
成 12 年 11 月１日発行）
に掲載された乾大樹さん
（現在は中山大樹さん。大
阪府）。芦屋のイカをブ
ランド化する取り組みが
行われ、全国からブラン
ド名を募集したところ、
844 通の応募があり最優

秀賞に選ばれたのが、当時山鹿小学校４年生だっ
た中山大樹さんと一緒に考えた祖母の中山輝子
さん（山鹿）の「あしやんいか」でした。
　考案した大樹さんは「芦屋町にはたびたび帰
郷しています。芦屋サンバをまた踊りたいです」
というほど地元愛にあふれた元町民です。「祖父
母も一緒に 1000 号に登場できてすごくうれし
いです」と話していました。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及

し
、
情
報
を
得
る
手
段
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
広
報
あ
し

や
が
最
も
情
報
収
集
に
使
わ
れ
て
い
る

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
り
ま
し

た
。
広
報
あ
し
や
が
、
今
で
も
町
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
源
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
１
０
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
へ
暮
ら
し
の

情
報
を
お
届
け
し
、
皆
さ
ん
の
近
況
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
最
も
身
近
な
情
報

紙
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

広
報
情
報
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
６
９
）

△�現在の担当者左から鍬守美恵子・那木吾郎・手塚壱成
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令 和令 和 55 年 度年 度

施政方針
　
５
期
目
の
町
政
運
営
を
担
う
波
多
野
町
長
が
、
6
月

の
芦
屋
町
議
会
定
例
会
で
「
町
政
に
対
す
る
思
い
」
と

「
令
和
５
年
度
の
主
要
な
施
策
」
か
ら
な
る
施
政
方
針
を

示
し
ま
し
た
。

　
施
政
方
針
と
は
、
町
長
が
芦
屋
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
関
し
て
、
実
施
し
よ
う
と
す
る
こ
と
や
考
え
方
を

述
べ
る
も
の
で
す
。

　
「
令
和
５
年
度
の
主
要
な
施
策
」
の
内
容
を
、「
人
を

育
み 

未
来
に
つ
な
ぐ 

あ
し
や
ま
ち
」
を
将
来
像
に
掲

げ
た
「
第
６
次
芦
屋
町
総
合
振
興
計
画
」
の
構
成
に
沿

っ
て
紹
介
し
ま
す
。

人
を
育
み 

未
来
に
つ
な
ぐ 

あ
し
や
ま
ち

 

期
目
の
町
政
運
営
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
私
に
課

せ
ら
れ
た
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
つ
つ
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
、「
協

働
と
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
ま
い
進
し
て

い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、

1
暮
ら
し
満
足
度
ア
ッ
プ
戦
略

2
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ア
ッ
プ
戦
略

3
教
育
力
ア
ッ
プ
戦
略

4
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
戦
略

5
産
業
の
活
性
化
戦
略

6
安
全
安
心
の
推
進
戦
略

7
次
世
代
に
つ
な
げ
る
環
境
戦
略

8
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
の
魅
力
推
進
戦
略

9�

芦
屋
釜
の
振
興
・
芦
屋
港
の
活
性
化
な

ど
の
推
進
戦
略

　
総
合
振
興
計
画
で
活
力
ア
ッ
プ
戦
略

の
芦
屋
ま
ち
づ
く
り
10
戦
略
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
交
わ
し
た

約
束
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
十
分
協
議
を
行

っ
た
う
え
で
、
町
の
実
施
計
画
に
位
置
づ
け

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
で
「
現
在
、

そ
し
て
20
年
、
30
年
先
を
描
き
、
種
を
ま
く
」

た
め
に
、「
協
働
」
と
「
共
創
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
汗
を
か
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
知

恵
や
思
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
、
そ
ん
な
「
人

財
」
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

55

10
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子どもがのびのびと
育つまち
■子ども・子育て支援
　�　所得の制限なく、18 歳まで
の入院・通院費の無料化を継続
します。また、「小中学校・高
校生等通学費補助金」などによ
り、子育て世帯の経済的負担の
軽減を図ります。
　�　「出産祝金」などで子どもを
産むことに対して支援します。

■学校教育
　�　保護者の経済的負担を軽減す
るため、令和８年度まで町内小
中学校の給食費を半額にすると
ともに、小中学校の児童・生徒
のＩＣＴ教育を推進するため、
引き続き各小中学校にＩＣＴ支
援員を配置します。
　�　また、「第二次教育大綱」が
令和５年度で満了するため、次
期大綱の策定に取り組みます。
　�　施設整備では、芦屋東小学校
の建具・防水改修工事に着手す
るとともに、小中学校の体育館
照明のＬＥＤ化を順次進めます。

令和令和55年度年度のの主要な施策主要な施策

安全で安心して
暮らせるまち
■防災対策
　�　災害などで商用電源が断た
れた場合も、防災拠点である
役場庁舎と指定避難所である
中央公民館・総合体育館が一
定程度機能できるよう備蓄熱
源を拡充するための実施設計
を行います。

住民とともに進める
まちづくり
■人財育成・発掘
　�　意欲を持って活動する人材や
担い手を継続的に確保するた
め、関係団体や関係機関などと
の連携、相談や学習機会の提供
などに努めます。

■地域コミュニティ
　�　自治区活性化事業交付金によ
る自治区活動への財政的支援や
「自治区担当職員制度」を継続
します。
　�　また、協働のまちづくりを推
進するため、ＳＮＳやＫＢＣ「ｄ
ボタン広報誌」などさまざまな
情報媒体を活用し、欲しい人に
欲しい内容が届く情報発信に努
めます。

タブレット端末を使った ICT教育 インスタグラム（SNS）で情報発信

住民ワークショップ

中央公民館

芦屋町役場

総合体育館

広報あしや　2023.7⑦



活力ある産業を育むまち

■農業
　�　農業水利施設の保全のため、農業用水門の整備工
事を行います。

■水産業
　�　優良な漁場再生の
ためのクロウニ駆除
や漂着物の処理に対
する支援を行います。
　�　また、「漁港機能保
全計画」の更新を行い、適正管理に努めます。

■商工業
　�　物価の高騰な
ど社会情勢の変
化を踏まえ、芦
屋町商工会が発
行する「にこに
こ商品券」のプレミアム率の拡充に対し支援を行
い、町内の既存店舗の利用促進や消費喚起を図り
ます。
　�　また、「特産品開発支援事業補助金」により、
地域資源を活用した特産品の開発に対して補助を
行います。

■観光
　�　魚見公園整備のための実施設計、芦屋海浜公園
第３駐車場トイレ改修工事などを行います。
　�　芦屋港の活性化は、芦屋港周辺の一体的なエリ
アマネジメントを担う観光ＤＭＯの設立に向け準
備を進めます。

令和令和55年度年度のの主要な施策主要な施策

いきいきと暮らせる笑顔のまち

■地域福祉
　�　民生委員・児童委
員や各区の区長、社
会福祉協議会をはじ
めとした関係機関・
団体とともに、住民
同士がつながり、互
いに助け合い、支え
合う地域づくりを進めます。
　�　また、「第２次地域福祉計画」が令和５年度で満
了するため、次期計画の策定に取り組みます。

■高齢者福祉
　�　自治区公民館体操
や地域交流サロン事
業を進めるととも
に、老人憩の家のあ
り方を検討します。
　�　また、「第８期高
齢者福祉計画」が令
和５年度で満了するため、次期計画の策定に取り
組みます。

■障がい者福祉
　�　自立した日常生活を支援するサービスの提供、
共生社会の実現のための啓発や合理的配慮を推進
します。
　�　また、「第３期障害者計画」が令和５年度で満了
するため、次期計画の策定に取り組みます。

■健康づくり
　�　特定健診やがん検診の受診率向上に努めるととも
に、保健指導などにより健康づくりに対する意識を高
める取り組みを行います。
　�　また、「第３期特定健診実施計画・第２期データ
ヘルス計画」が令和５年度で満了するため、次期
計画の策定に取り組みます。

芦屋海浜公園第３駐車場トイレ

柏原漁港

サロン事業での卓球バレー

あしや助けあい・支えあいの会
（庭木のせん定や草むしり）

芦屋町商工会のにこにこ商品券
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環境にやさしく、
快適なまち
■環境
　�　「環境基本計画」が令和５年
度で満了するため、次期計画の
策定に取り組みます。

■町営住宅
　�　緑ヶ丘団地９棟のエレベータ
ー設置工事や緑ヶ丘団地８棟の
外部改修・エレベーター設置の
ための実施設計を行います。
　�　また、「町営住宅長寿命化計
画」に基づき、管理戸数の縮減
に取り組みます。

■公共交通
　�　「地域公共交通計画」に基づ
き、バス路線や便数の維持確保
に努めるとともに、老朽化した
タウンバスの車両を購入します。
　�　また、タウンバス利用者の利
便性向上のため、バスの現在地
を把握し、最新の運行状況など
を確認できる「バスロケーショ
ンシステム」を導入します。

計画の実現に向けて

■ボートレース事業
　�　売り上げの好調を維持し、引
き続き一般会計へ繰出金を計上
します。なお、令和５年度は既
に開催されたＳＧボートレース
オールスターをはじめ、ＧⅠ周
年記念競走やＧⅠ九州地区選手
権競走を開催します。

■広域連携
　�　下水道事業の広域化に向けた
検討や連携中枢都市圏 18 市町
による特産品のプロモーション
事業などに取り組みます。

心豊かな人が育つまち

■生涯学習
　�　生涯学習講座「あしや塾」へ
の参加促進を図るとともに、中
央公民館を中核施設として、各
種社会教育事業を進めます。
　�　施設整備では、中央公民館ス
ロープ屋根設置工事、総合体育
館スロープ屋根など設置工事、
テニスコート駐車場整備工事や
テニスコートの人工芝化や照明
ＬＥＤ化のための実施設計を行
います。

■歴史・文化
　�　国指定重要文化財「芦屋霰

あられじ
地

真
しんなりがま
形釜」を令和６年度に収蔵展

示できるよう、施設の整備工事
を行います。
　�　また、新たな鋳

い も じ
物師の養成に

取り組むとともに、独立した鋳
物師への支援による芦屋釜の復
興推進や芦屋鋳物の産業化をめ
ざします。

芦屋タウンバス

緑ヶ丘団地

国指定重要文化財「芦屋霰地真形釜」

テニスコート
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７月は
同和問題啓発強調月間です

●
同
和
問
題
っ
て
何

　
日
本
の
歴
史
の
中
で
形
づ
く
ら
れ

た
身
分
制
度
に
よ
り
、
一
部
の
人
々

は
長
い
間
、住
む
場
所
、職
業
、結
婚
、

交
際
、
服
装
な
ど
、
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
厳
し
い
制
限
を
受
け
、
差
別

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
和
問
題
は
、「
同
和
地
区
」「
被

差
別
部
落
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
地
域

の
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
日
常
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
差
別
を
受
け
る

問
題
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国

は
特
別
措
置
法（
昭
和
44（
１
９
６
９
）

年
～
平
成
14 （
２
０
０
２
）年
３
月
）

を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

同
和
問
題
に
関
す
る
人
々
の
差
別
意

識
は
、
着
実
に
解
消
に
向
け
て
進
ん

で
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
、
結
婚
を

妨
げ
ら
れ
た
り
、
就
職
で
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
な
ど
の
差
別
が
起
き
て

い
ま
す
。

 
●�
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
今
も

な
お
起
き
て
い
ま
す

【
事
例
１
】
結
婚
・
就
職
な
ど
の
差
別

　

同
和
地
区
出
身
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
理
由
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
た
り
、
就

職
な
ど
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
た
り
す

る
な
ど
の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
２
】
差
別
落
書
き
な
ど

　
同
和
問
題
に
関
す
る
差
別
的
な
落

書
き
が
さ
れ
た
り
、
ビ
ラ
が
ま
か
れ

た
り
す
る
と
い
っ
た
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
助

長
・
誘
発
す
る
目
的
で
特
定
の
地
域

を
同
和
地
区
で
あ
る
と
指
摘
す
る
な

ど
の
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
一
度

拡
散
し
て
し
ま
う
と
完
全
に
削
除
す

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【�

事
例
３
】�

差
別
に
つ
な
が
る
身
元

調
査
な
ど

　
出
身
地
を
調
べ
た
り
、
特
定
の
地

区
が
同
和
地
区
か
ど
う
か
調
査
し
た

り
す
る
な
ど
の
事
案
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
は
、
不
当
な

差
別
的
取
り
扱
い
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
も
の
で
す
。

【
事
例
４
】
え
せ
同
和
行
為

　
「
え
せ
同
和
行
為
」
は
、
同
和
問

題
を
口
実
に
、
企
業
や
行
政
機
関
な

ど
へ
不
当
な
圧
力
を
か
け
、
高
額
な

同和問題を正しく理解し、
一人一人の人権が
尊重される社会の
実現を目指しましょう
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本
を
売
り
つ
け
た
り
、
寄
附
金
を
強

要
し
た
り
す
る
行
為
で
す
。

　
こ
う
し
た
行
為
は
、
同
和
地
区
出

身
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
助
長

し
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
む
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
解
決
に
向
け
て

　　

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
同
和
問

題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
止

め
、
差
別
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
問
題
点
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
家
庭
や
地
域
、
職
場
で

差
別
に
つ
な
が
る
よ
う
な
習
慣
や
偏

見
、
固
定
観
念
を
持
っ
て
い
な
い
か

を
問
い
直
し
、
差
別
を
な
く
す
努
力

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
福
岡
県
で
は
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
度
か
ら
毎
年
７
月
を
「
同
和
問
題

啓
発
協
調
月
間
」
と
定
め
、
県
下
一

斉
に
各
種
の
啓
発
行
事
を
行
い
、
差

別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
は

関
係
な
い
問
題
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
同
和
問

題
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
を
持
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●�

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の
お
知
ら
せ

〇
芦
屋
町
人
権
講
演
会

▽�

と
き　
７
月
７
日
金
・
午
後
７
時

～
８
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
あ
し
や
夢
リ
ア
ホ
ー
ル

※�

詳
し
く
は
広
報
あ
し
や
７
月
号
に

折
り
込
ん
で
い
る
チ
ラ
シ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

〇
人
権
パ
ネ
ル
展
示

▽
と
き　
７
月
３
日
月
～
31
日
月

▽
と
こ
ろ　
役
場
1
階

〇
街
頭
啓
発

▽�

と
き　
６
月
30
日
金
・
午
後
４
時

30
分
か
ら

▽
と
こ
ろ　
正
門
通
り
商
店
街
な
ど

〇
福
岡
県
人
権
講
演
会

▽�

と
き　

７
月
22
日
土
・
午
後
１
時

30
分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）

▽�

内
容　
【
講
演
】
あ
た
ら
し
い
部
落

問
題　
【
講
師
】
角か
ど
お
か
の
ぶ
ひ
こ

岡
伸
彦
さ
ん

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
４
６
）

　ＬＧＢＴとは、Ｌ（レズビアン）＝同性を
好きになる女性、Ｇ（ゲイ）＝同性を好きに
なる男性、Ｂ（バイセクシュアル）＝異性を
好きになることもあれば同性を好きになるこ
ともある人、Ｔ（トランスジェンダー）＝出
生時に割り当てられた性別とは異なる性別を
生きる人の頭文字をまとめたもので、性的少
数者の総称のひとつとして使われています。
ＬＧＢＴ以外にもアセクシュアル（他者に性
愛感情を抱かない人）やクエスチョニング（自
分の性的指向や性自認が決められない、また
はあえて決めない人）など、さまざまな人が
います。
　性的指向や性自認は、個人の趣味や一過性
のものではなく、本人の意思で変えられるも
のではありません。しかし、男性が男性を好
きになることや、女性が女性を好きになるこ
とで嫌がらせやいじめを受けたり、からだの
性とこころの性が一致しない人が、周囲の心
ない好奇の目にさらされたりするなど、社会
生活の中で、性的指向や性自認を理由とした
偏見や差別があります。そのため、当事者で
あることを言わない人・言えない人、子ども
の頃から戸惑いを抱え、当事者と悟られない
よう本当の自分を隠し続けている人は、今も
なおたくさんいます。
　一人一人の人間が持っている性には人の数
だけバリエーションがあります。異性あるい
は同性を好きになる人、どちらの性も好きに
なる人、また特定の誰かを好きにならない人
もいます。自分のことを男性だと思う人、女
性だと思う人、中性だと思う人、性別を決め
られたくないという人もいます。それぞれの
人にとっての「自然」「当たり前」を、互い
に受容し尊重し合うことが大切です。
　すべての人が安心して生活し、活躍できる
社会を実現するために、性的指向や性自認な
ど、性のあり方の正しい理解を深め、性の多
様性を尊重する社会を作っていきましょう。

差別をなくすために  第 457 号

性の多様性のことを
考えてみませんか

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）
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７７月月２２２２日日土土
午後午後８８時 時 ～～９９時時
※少雨決行・雨天順延なし※少雨決行・雨天順延なし

迫力迫力
満点満点

安
全
な
大
会
運
営
の
た
め
、

ご
協
力
く
だ
さ
い

■�

な
み
か
け
大
橋
と
遠
賀
川

河か
こ
う
ぜ
き

口
堰
は
転
落
の
危
険
が

あ
る
た
め
、
立
入
禁
止
と
し

ま
す
（
観
覧
も
禁
止
で
す
）。

■�

遠
賀
川
堤
防
上
で
は
、
座
っ

て
の
観
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
観
覧
で
き
る
人
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
定
の
人
数

に
達
し
た
と
き
に
は
、
堤

防
へ
の
入
場
を
制
限
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■�

遠
賀
川
堤
防
上
に
は
、
川

へ
の
転
落
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
に
立
入
禁
止
区
域

を
設
け
て
い
ま
す
。
立
入

禁
止
区
域
に
は
、
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

■�

芦
屋
橋
か
ら
河
口
堰
ま
で

の
遠
賀
川
は
、
午
後
６
時

30
分
か
ら
10
時
ま
で
立
入

禁
止
の
水
域
と
し
ま
す
。

　

�

船
で
観
覧
す
る
人
は
、
監

視
船
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

観覧の
注意と
お願い
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　花火大会当日は、町内全域で一般車両の乗り入れ制限と一部
交通規制を行います。規制時間内は、交通規制道路以外でも車
での移動はできる限り行わないでください。また、町外へ通勤
している人は、できるだけ規制時間前までに帰宅していただき
ますようお願いします。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

交通規制にご協力ください交通規制にご協力ください

規制日時 ７月 22 日土　
午後６時 30 分～ 10 時予定
※なみかけ大橋は午後７時 30 分から

■町外へ車で通勤している皆さんへ
　午後７時 30分までに限り町内へ乗り入れができる「帰宅証
明書」を発行します。「帰宅証明書」が必要な人は、７月 21
日金の午後５時 15分までに、役場１階の産業観光課窓口へ申
し込んでください。

■バスを利用している皆さんへ
　交通規制時間内は、芦屋タウンバス、北九州市営バスは、
次の場所で折り返し運行をします。また、渋滞などで定期便
が遅れることがあります。ご迷惑をおかけしますが、ご協力
をお願いします。
○タウンバス　ボートレース芦屋での折り返し運行
○�市営バス　山鹿郵便局前での折り返し運行
※�市営バスのみ臨時便を増便しますので、利用してください。

▼ �問い合わせ　あしや花火大会実行委員会（芦屋町観光協会内
☎２２１‐１００１）、商工観光係（☎２２３‐３５４２）

■芦屋海水浴場を開設します

▽ �開設期間　７月８日土～８月 20 日日、26 日
土、27日日

■�海浜公園駐車場が有料になります

▽有料期間　７月 13日木 ～ ８月 27 日日

▽ ��開閉門時間　午前７時～午後８時

▽ �駐車場　１０００台収容（バイク＝１００
円、軽自動車・普通車＝５００円、大型車＝
１５００円）

※�障がい者は半額（身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳の提示が必要）です。

▽ �問い合わせ　芦屋町観光協会（☎２２１‐
１００１）

■�レジャープール「アクアシアン」オープン
　県内最長126ｍのウォータースライダーは、子
どもから大人まで大人気。この夏は、レジャープー
ル「アクアシアン」で楽しい思い出をつくりましょう。

▽営業期間　７月 13 日木～８月 27 日日

▽ �営業時間　午前９時30分～午後６時30分（入
場は５時 30分まで）

▽ �入場料　大人 ５２０円（４２０円）、中高生
４２０円（３４０円）、子ども ３１０円（２５０
円）、３歳児以下は無料  

※（　）は団体料金、団体は 20人以上。
※�平日特典（８月 14 日月、15 日火を除く）①
ウォータースライダーフリーパス②午後３時以
降の入場料を割り引きして団体料金と同額に。

▽ �問い合わせ　レジャープール「アクアシアン」
（☎２２３‐３４８１）

■祇園山笠

▽ �とき　７月 15日土・16日日
※ �16 日は午後７時～９時、正門通り商店街に電
飾山笠が登場します（交通規制あり）。

※�交通規制のため、芦屋タウンバスの運行ルー
トが変更になります。詳しくは、29ページの
くらしの情報で確認してください。

■はまゆう開花時期

▽とき　７月下旬～８月上旬

▽ �ところ　夏井ヶ浜のはまゆう自生地
■あしや精霊流し

▽ �とき　８月 15日火・午後４時～８時 30分

▽ �ところ　水辺の里やまが芦屋橋上流（ヨット
ハーバー芦屋前）

▽ �問い合わせ　芦屋町観光協会（☎２２１‐
１００１）

■芦屋町戦没者慰霊町民盆踊り大会

▽ �とき　８月 16日水・午後７時

▽ �ところ　芦屋中央公園（船頭町）

▽ �問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）

んん夏夏ののああ おおししららしし せせ

　時間により車両通行止・歩行者専用・立入禁止などの規制があり
ます。詳しくは、７月中旬に配布する大会プログラムを見てください。
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

５月 31日　瑞宝単光章受章報告
長年にわたり消防団として町を守り続けた

　元芦屋町消防団副団長の吉田勝美さん（高浜町）が、令和５年春
の叙勲で、瑞

ずいほうたんこうしょう
宝単光章を受章されました。吉田さんは、昭和48年２

月に消防団に入団され、42年５カ月という長きにわたり消防団活動
に従事。災害時の被害軽減や防災力の向上、また、消防団の運営と
発展に尽力をされた功績が認められ、今回の受章となりました。

� ５月 14日　山鹿小学校　第 118回浜運動会
浜の土俵でちびっこ力士が大奮闘浜の土俵でちびっこ力士が大奮闘

　伝統ある浜運動会が柏原漁港で行われました。今年は山鹿小学校創立 150 周
年のプラカードを掲げ、「旌

せいひょうき
表旗受領の歌」を合唱しながら行進をしました。沿

道の皆さんからは「頑張って！」「150 周年おめでとう」と言葉を掛けられてい
ました。また、４年ぶりにちびっこ大相撲が行われ、１年生の一生懸命な取組に
会場は応援と拍手に包まれていました。今年は希望ヶ丘高校相撲部（中間市）が
土俵づくりやまわし締めに協力してくれました。

� ５月 25日　瑞宝双光章受章報告
町への功績が称えられました町への功績が称えられました

　元芦屋町副町長の鶴原洋一さん（山鹿）が、令和５年春の叙
勲で瑞

ずいほうそうこうしょう
宝双光章を受章されました。鶴原さんは、昭和 47年 10

月に芦屋町職員として奉職され、要職を歴任された後、芦屋町
副町長として町行政に携わられました。豊富な行政経験と卓越
した識見をもって45年５カ月という長きにわたり町政の発展に
多大な貢献をされた功績が認められ、今回の受章となりました。
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地域の防災リーダーを目指して地域の防災リーダーを目指して
� ４月 26日　第１回防災士勉強会
　資格を取得した防災士など 13人が、スキルアップのために芦
屋町役場に集まり、第１回防災士勉強会を行いました。町の防災
活動や新たな地震速報を学び、町の防災士としての在り方など活
発な意見交換を行うことで、知識を高める時間になりました。
　個人で防災士の資格を取得した皆さん、勉強会に参加して交流
を図り、地域の防災リーダーとして活躍しませんか。興味を持っ
た人は庶務係（☎２２３‐３５７２）まで連絡してください。

� ５月３日～５日　芦屋釜の里開園記念茶会
お茶、おいしく飲めましたお茶、おいしく飲めました

　大型連休中に芦屋釜の里開園記念茶会が開かれ、３日小笠原流煎
せん

茶、４日表千家、５日裏千家がお点
てまえ
前を行い、３日間とも大変にぎ

わっていました。４日の表千家の１席目には茶席いっぱいの 17人
が参加。茶道に興味のある小学 2年生や未就学児もお茶を体験し
ました。参加者は「私も茶道をやっています。このすてきな庭園を
見せたくて孫を連れてきました」「苦くなくておいしく飲めました」
と話していました。

� ５月 10日　春の交通安全県民運動出発式
交通ルールを守って交通安全交通ルールを守って交通安全

　春の交通安全県民運動の出発式が、あしや夢リアホールで行われまし
た。県内では交通死亡事故数が前年に比べ大幅に増加しており、４月
19日～５月２日に、平成 13年 11月以来の交通死亡事故警戒宣言を発
令したばかりです。折尾警察署長は「新１年生を始めとする児童の交通
安全確保が重要である。安全意識の向上に努めてほしい」と話していま
した。また、愛生幼稚園の園児２人が「飛び出しはしません。信号を守
ります。横断歩道を渡ります」と交通安全宣言をしました。最後に参加
者全員で警察車両などの出発を見送っていました。

　芦屋釜の里で、芦屋釜の特徴や製作工程、鋳物師の技術
などを紹介する春季企画展が行われました。５月 13日に
行われたギャラリートークでは、学芸員による芦屋釜の説
明などが行われました。また、工房見学では、芦屋鋳物師
の樋口陽介さんが芦屋釜の材料である和

わずく
銑の説明や、参加

者からの「釜はどのように手入れをしたらいいのか」など
の質問に答えていました。県外からの参加者は「釜の勉強
をしていると必ず芦屋釜の名前が出てくる。今日は実際に
詳しいことまで聞けて良かった」と話していました。

� ４月 29日～６月 25日　芦屋釜の里春季企画展
� 釜づくりの技～芦屋釜ができるまで～

芦屋釜の魅力と芦屋釜の魅力と鋳鋳
い も じい も じ
物師物師の技術を堪能の技術を堪能
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山
鹿
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
で

剣
道
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

山
鹿
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
は
、
週
３

回
、
年
長
児
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
楽
し
く
練

習
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
は
、

遠
賀
郡
内
の
大
会
で
小
学
生
、
中
学
生
と
も

に
優
勝
、
準
優
勝
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
剣
道
を
知
っ

て
も
ら
い
た
く
、
剣
道
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　
７
月
17
日
月
・
午
後
３
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　
山
鹿
小
学
校
体
育
館

▽�

申
し
込
み　
山
鹿
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
代
表 

三
友
伸
一（
☎

２
２
３
‐
０
０
８
１
）

※�

申
し
込
み
や
詳
し
い
内
容

は
、
山
鹿
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
で
き
ま
す
。

町
内
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

芦
屋
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
は
、
芦
屋
町
体
育
協

会
に
加
入
し
、
芦
屋
町
体
育
祭
に
参
加
す
る

な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
親
交
を
図
っ
て
い

ま
す
。
テ
ニ
ス
の
技
術
力
向
上
や
テ
ニ
ス
競

技
の
普
及
、
テ
ニ
ス
人
口
の
拡
大
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
硬
式
テ
ニ

ス
大
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
８
月
20
日
日
・
午
前
９
時
（
８
時

45
分
集
合
）
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
総
合
運
動
公
園
庭
球
場

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は
、
勤

務
し
て
い
る
社
会
人

▽�

参
加
費　
５
０
０
円

※
保
険
は
個
人
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ 
折
野（
☎

０
９
０
‐
８
３
５
２
‐
３
８
０
８
）

▽�

申
込
期
限　
７
月
30
日
日

第
17
回
福
岡
県
景
観
大
会

～
ふ
く
お
か
景
観
フ
ェ
ス
タ
～

　
県
内
の
美
し
い
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
を
「
見

て
・
聴
い
て
・
体
験
し
て
」
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
発
表
や
花
の
苗
植
え
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
22
日
土
・
午
前
10
時
～
午
後

４
時

▽�

と
こ
ろ　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
・
天
神
中
央
公
園

（
福
岡
市
中
央
区
）

▽�

参
加
費　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
都
市
計
画
課
（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
７
１
２
）

マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

日
商
簿
記
検
定
２
級
講
座

▽�

と
き　
９
月
９
日
土
～
令
和
６
年
２
月
17

日
土
の
お
お
む
ね
毎
週
土
曜
日（
全
18
回
）・

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▽
定
員　
20
人

▽
受
講
料　
４
万
３
０
０
０
円
（
教
材
費
・

消
費
税
込
み
）

▽�

申
し
込
み　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九

州
（
☎
６
５
１
‐
３
７
７
５
）

▽�

申
込
期
限　
９
月
１
日
金

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

職
業
訓
練
生
（
９
月
生
）
募
集

▽�
募
集
科
目
・
定
員　
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
科
＝
25
人 

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技

術
科
＝
20
人 
③
電
気
設
備
技
術
科
＝
21
人

▽�

対
象　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
、
受
講
指
示
、
支
援
指
示
ま
た

は
受
講
推
薦
を
も
ら
え
る
人

▽�

訓
練
期
間　
９
月
１
日
金
～
令
和
６
年
２

月
28
日
水

▽�

募
集
期
間　
７
月
３
日
月
～
８
月
４
日
金

▽�

申
し
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
八
幡

西
区
黒
崎
・
コ
ム
シ
テ
ィ
６
階
）（
☎
６
２

２
‐
５
５
６
６
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
‐
６
９
０
９
）

令
和
５
年
度
動
物
セ
ミ
ナ
ー

～
保
護
犬
と
の
幸
せ
な
暮
ら
し
～

　
保
護
犬
や
怖
が
り
な
犬
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
25
日
火
・
午
後
１
時
30
分
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
２
階
（
宗
像
市
東
郷
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

定
員　
30
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※�

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
は
、
人
数
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

※�

詳
し
く
は
、
７
月
１
日

土
ま
で
に
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
予
定
で
す
。

▽�

申
込
期
間　
７
月
11
日
火
～
７
月
18
日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
生
活
衛
生

係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
４
７
‐
０
３
４
４
）

みんなの

ひろば

申し込み
ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

十
薬
や
地
域
の
草
刈
り
告
知
板

�

野
口
加
津
美

茅
花
流
し
老
婆
は
不
意
に
立
止
ま
る

�

池
田
千
恵
子

松
の
芯
磯
吉
邸
の
築
地
塀

�

小
川　
雪
野

廃
坑
区
十
時
の
カ
リ
ヨ
ン
夏
つ
ば
め

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

頭
垂
れ
初
夏
の
被
爆
地
Ｇ
７

�

田
尾
三
千
枝

麦
秋
や
通
過
列
車
に
手
を
振
る
子

�

縄
田　
惠
子

家
解
く
を
知
ら
ず
出
入
り
の
親
燕

�

仲
山
ク
ニ
子

言
ひ
分
は
子
に
も
母
に
も
遠
蛙

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

畑
よ
り
収
穫
し
た
る
玉
葱
を

軒
に
吊
せ
ば
匂
い
な
つ
か
し

�

後
藤　
征
子

物
思
い
寝
つ
け
ぬ
夜
は
Ｃ
Ｄ
の

波
の
音
聴
き
つ
眠
り
に
入
り
ぬ

�

麻
生　
清
子

公
園
に
赤
白
ピ
ン
ク
の
つ
つ
じ
咲
き

「
き
れ
い
き
れ
い
」
と
声
の
つ
な
が
る

�

宮
﨑
佐
代
子

祖
母
の
名
の
「
さ
つ
き
」
に
ふ
れ
て
つ
つ
じ
と
の

違
い
を
説
き
し
父
二
十
七
回
忌

�

村
上　
一
惠

墨のゆらめき
  三浦　しをん　著  

　都内の老舗ホテル勤務
の続
つづきちから
力は、招待状の宛名

書きを新たに引き受けた書
家の遠

とおだかおる
田薫を訪ねたとこ

ろ、副業の手紙の代筆を手
伝うはめに。この代筆は依
頼者に代わって手紙の文面
を考え、依頼者の筆跡を模
写するというものだった。

俳
句
・
短
歌

■��休館日　�３日月、10日月、
18日火、24日月、
27日木、31日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 7 月

新 着 図 書

注目の一冊
【一般書】
隠居おてだま 西條　奈加� 著
ヨモツイクサ 知念　実希人� 著
能面検事の死闘 中山　七里� 著
鈍
にびいろ
色幻

げんしこう
視行 恩田　陸� 著

【児童書】
私の職場はサバンナです！ 太田　ゆか� 作
真昼のユウレイたち 岩瀬　成子� 作
ぼくらは星をみつけた 戸森　しるこ� 作
おじいちゃんのくしゃみ 阿部　結� 作
あめがふってきたよ メアリー・サーフォゾ�作

本の森探検ツアー 2023

図書館工作 パタパタメッセージ
　　カードを作ろう

定例おはなし会
と　き 出　演・催　し
� ５日水 赤ちゃんおはなし会 

たっち
� ９日日 にじの会
�15 日土 おはなしトントン
�23 日日 にじの会
※時間はいずれも午前11時から△

�ところ　おはなしのへや

夏休み子ども図書館員募集！
　色画用紙を５枚組み合わせて、
パタパタめくれるメッセージカー
ドを作ろう。
　イラストや飾りを付けて、お気
に入りのカードにしよう！△

とき　８月６日日・午後２時～４時△

ところ　多目的室△

対象　小学３年生～中学生△

定員　８人（事前申し込み先着順）△
�申し込み　7月1日土～８月５日土電

話または図書館カウンターで受け付け

　さあ、今年も「本の森探検ツアー」
に出発しよう。
▷期間　７月 1日土～８月 23日水
　図書館でパスポートを手に入れ
たら、５冊以上本を借りて、シール
を手に入れよう。シールを３つ集め
たら、いいことが待っているかも。

　本の貸出や返却など、図書館の
仕事を体験してみよう。△

�とき　７月 29日土・
　午前 9 時 45 分～正午△

ところ　芦屋町図書館△

対象　小学 4年生～中学生△
�定員　６人（事前申し込み先着順）△
�申し込み　7月1日土～28日金電話

または図書館カウンターで受け付け

図書館夏フェスタ 2023
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町今年も今年も

暑い夏がやってきます！暑い夏がやってきます！
熱中症を熱中症を予予

・ ・・ ・

防防しよう！しよう！

熱中症とは
　熱中症とは、体温が上がり、体内の水分や塩分のバランスが崩れて、体温の調節機能が
働かなくなり、めまい、けいれん、頭痛などのさまざまな症状を起こす病気のことです。

症状によって重症度が次の３つに分けられ、 対応処置もかわります
重症度 症状 対応

Ⅰ度

軽傷
現場での応急処
置で対応できる

立ちくらみ、筋
肉痛、めまい、
生あくびなど

▪涼しい場所へ移動する
▪水分、塩分を摂取する
▪からだを冷やす

※�改善されない場合は、
すぐに救急車を呼ぶ！

Ⅱ度

中等症
病院への搬送が
必要

頭痛、おう吐、
倦
けんたい

怠感、虚脱感
など

Ⅲ度

重症
入院して
集中治療が必要

意識障がい、けい
れん、手足の運
動障がいなど

すぐに救急車を呼ぶ！
（救急車を待っている間は、
上記の対処を行う）

重
症
度

　令和４年度（５月～９月）に熱中症で救急搬送　令和４年度（５月～９月）に熱中症で救急搬送
された人数は全国で７万人以上。そのうち福岡県された人数は全国で７万人以上。そのうち福岡県
では3117人と全国でも７番目の多さでした。では3117人と全国でも７番目の多さでした。
　熱中症を正しく理解し、自分でできる熱中症対　熱中症を正しく理解し、自分でできる熱中症対
策を始めましょう。策を始めましょう。

119番！

水
分

補
給

■�のどが渇く前に水分
補給をする

■�屋内でも水分
補給をする

■�たくたくさん汗をかいたときさん汗をかいたとき
は、スポーツドリンクや塩は、スポーツドリンクや塩
あめなどで塩分も補給するあめなどで塩分も補給する

暑
さ
を
避
け
る

■�帽子、日傘を利用する ■�日陰を選んで歩く
■�適宜休憩する。無理をしない

■�屋内では積極的にエアコンなど空調設備を利用する
※�室温が 28 度を超えないようにする。エアコン使用
時もこまめに換気をしましょう。

■��日差しの強い時間帯の外出日差しの強い時間帯の外出
を避けるを避ける
※�午前10時～午後２時※�午前10時～午後２時

予防の方法「水分補給」「水分補給」とと「暑さを避ける「暑さを避ける」！」！
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①適切な温度・湿度の調整
■�人が快適に眠るには、
　�温度 26度以下、
   湿度 50～ 60％の
  � �環境がいいと言われ
ています。

■�夜間に熱中症で亡くなる人のほとんどが
エアコンをつけていません。
★�特に高齢者は暑さを感じにくくなってい
ることが多いため、室内に温度計などを
置いて温度を確認することが大切です。
★�エアコンはタイマーを使用せずに朝まで
つけたままにしましょう。

②入眠前、 起床時の水分補給
■�寝ている間にコップ１杯以上の汗をかきます。外出前後やスポーツ前後と同じように、入眠前・起床後には
水分補給をしましょう。

予防の方法

　実は夏の熱中症の約４割は夜間に発生しており、熱
中症で亡くなる人の３割以上が夜間に死亡しています。
　夜は初期症状を自覚できなかったり、脱水状態にな
りやすいため、昼間と同様に注意が必要です。

知っていますか？

　「夜
● ● ● ● ●

間熱中症」
夜間睡眠中の熱中症は危険！

危険！

涼しく！

熱中症警戒アラート
■�令和３年から、熱中症の危険性が極めて高いと予
測される場合に、国民の熱中症予防行動を効果的
に促す「熱中症警戒アラート」を運用開始しました。
　�　熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極め
て高くなると予想される日の前日の夕方、または
当日の早朝に対象都道府県に発表されます。
�　�　その情報は天気予報などと同じように、テレビ
やラジオ、各種天気予報サイト、防災行政無線、
ＳNＳなどを通じて発表されます。

■�熱中症警戒アラート発表時は、徹底した予防行動
をとりましょう。
　▪外での運動や活動を中止・延期する
　▪熱中症を予防する行動を普段以上に行う
　▪熱中症のリスクが高い人に声をかける

熱熱
ねっちゅう し ょ うね っ ち ゅ う し ょ う

中症中症
警警
け い か いけ い か い

戒戒アラートアラート
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⑳

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
な
ど
を
対
象
に

し
た
就
業
支
援
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
医
療
事
務
講
習
会
（
資
格
取
得
）

▽�

講
習
期
間　
８
月
29
日
火
～
９
月
28

日
木
の
平
日
（
全
10
回
）・
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン
タ

ー
（
飯
塚
市
新
立
岩
） 

▽
定
員　
８
人
（
託
児
有
り
）

▽
受
講
料　
無
料　

※�

教
材
費
な
ど
８
０
０
０
円
は
自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
期
限　
８
月
８
日
火

■
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
エ
ク
セ
ル
）

▽�

期
間　
９
月
８
日
金
～
10
月
11
日
水

の
毎
週
水
曜
日
、金
曜
日
（
全
10
回
）・

午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
水
巻
町
中
央
公
民
館
（
水

巻
町
頃
末
北
）

▽
定
員　
８
人
（
託
児
有
り
）

▽
受
講
料　
無
料　

※�

教
材
費
な
ど
４
０
０
０
円

は
自
己
負
担
で
す
。

▽
申
込
期
限　
８
月
18
日
金

▽�

申
し
込
み　
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社　
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
４
１

‐
９
５
３
１
）

子
育
て

　日程は天候などで変更になる場合がありま
す。また、事前に電話予約が必要なものもあ
ります。申し込みや問い合わせは、直接、園
へお願いします。

幼稚園・保育所・認定こども園

       園開放日
                ７月  ～９月

◦認定こども園 芦屋中央幼稚園（☎２２２‐０３２７）
と　　き 内　容

7月 11日火 10：00～11：30   
在園児（年中児）
と一緒に遊ぼう
（親子 20組）

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
と　　き 内　容

７月 10日月 10：00～11：30 誕生会を見て
みよう

9月７日木 10：00～11：30 体を動かして
遊ぼう

９月 30日土 時間未定 愛生運動会に
参加しよう

◦若葉保育所（☎２２２‐２６２４）
※�参加希望の人は若葉保育所に連絡してください。

と　　き 内　容

８月 25日金 9：50～11：00

とっても癒され
るあやつり人形
劇「ボードヴィ
ル・ドラ」

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館
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　福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

学
校
見
学
・
教
育
相
談
・
体
験
学
習

を
行
い
ま
す
。

1�

教
育
相
談　
子
ど
も
の
気
に
な
る
こ

と
（
言
語
、
運
動
、
行
動
、
学
習
面

な
ど
）や
家
庭
で
の
養
育
、教
育
支
援
、

関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
の
教
育
相

談
を
行
い
ま
す
。

▽�

対
象　
乳
幼
児
や
小
中
高
の
児
童
生

徒
と
そ
の
保
護
者
、
教
育
・
保
健
・

福
祉
・
医
療
関
係
の
職
員
な
ど

▽�

相
談
日　
電
話
で
受
け
付
け
後
、
日

程
を
調
整
し
て
行
い
ま
す
（
電
話
相

談
も
で
き
ま
す
）。

2�

学
校
見
学　
知
的
障
が
い
教
育
部
門

小
中
学
部
＝
火
金
、
高
等
部
＝
火
木 

▽�

見
学
日　
電
話
で
受
け
付
け
後
、
日

程
を
調
整
し
て
行
い
ま
す
。

�

3�

体
験
学
習　
知
的
障
が
い
教
育
部
門

小
中
学
部

※�

高
等
部
と
小
学
部
の
新
1
年
生
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
（
教
育
相
談
・
学
校

見
学
は
行
い
ま
す
）。

※�

体
験
の
前
に
必
ず
学
校
見
学
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
来
年
度
、
本
校
就
学
を
検
討

し
て
い
る
子
ど
も

▽�

と
き
【
小
学
部
】
11
月
８
日
水
～
10

日
金

　�【
中
学
部
】
10
月
24
日
火
、
27
日
金
、

31
日
火
、
11
月
７
日
火

�

※
参
加
は
全
日
程
の
う
ち
１
日
だ
け
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援

学
校　
小
中
学
部
校
舎

▽�

内
容
【
子
ど
も
】
各
チ
ー
ム
で
学
習

体
験

　

�【
保
護
者
】
学
校
説
明
・
見
学
・
授
業

参
観
（
60
分
程
度
）

※ 

希
望
者
教
育
相
談
（
30
分
程
度
）

▽�

申
し
込
み　

　

�

1
・
2
＝
月
～
金
・
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援

学
校
（
古
賀
市
千
鳥
）（【
小
中
学
部
】

☎
〈
０
９
２
﹀
９
４
３
‐
８
６
７
４
・

【
高
等
部
】
☎
︿
０
９
２
﹀
９
４
２
‐

７
１
７
５
）
へ　

　

�

3
＝
９
月
21
日
木
ま
で
に
学
校
教
育

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）
ま
た

は
、
現
在
通
っ
て
い
る
学
校
の
担
任
・

管
理
職
へ

♥にこにこ絵本

　 ▽�とき　７月３日月・午前11時～11時 30 分
♥おもちゃ病院
�　�　壊れたおもちゃはありませんか。おもちゃドク
ターが修理します。事前に預かることもできます。

　 ▽ �とき　７月 15日土・午前 10時～午後３時
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　７月21日金・午前11時～11時 30分
♥すくすく広場「楽しい歯の話」（５組限定）
　　歯科衛生士による歯みがき指導

　 ▽ �とき　７月 26日水・午前 10時～ 11時
　※７月 12日水から予約開始

　 ▽ �持ってくるもの　家で使っている歯ブラシ
♥プールあそび
�　�　楽しいプール遊びをしましょう。詳しい日程や時
間はホームページやたんぽぽ内に掲示します。
♥育児相談
　【離乳食の日】
　　栄養士による栄養指導と進め方相談

� 　 �　７月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話してください。
　※次回は、８月８日火です。
　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　 ▽ �とき　７月 11日火・午前 10時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　母子健康手帳、あしやすく
すくファイル

　※町外に住んでいる人も相談できます（予約不要）。
【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　７月５日水・午前 10時～正午
　※町内に住んでいる人のみ予約できます。　

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　７月 19日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用意
して待っています。

たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
⃝問い合わせ　芦屋町子育て支援センター 
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

７月の日曜開館日　
２日・16日
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

　

子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
行
い
ま

す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
や
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
、
子
育

て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
こ
と
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
７
月
23
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

講
師　
上
島
未
知
人
さ
ん
（
北
九
州

市
子
ど
も
家
庭
局
子
育
て
支
援
課
子

ど
も
食
堂
担
当
係
長
）、
山
縣
郁
子
さ

ん
（
子
ど
も
食
堂
☆
き
ら
き
ら
清
水

代
表
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
12
日
水
ま
で
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
窓
口
、

電
話
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）、
フ

ァ
ク
ス
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
２
）、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
で
申
し
込
む
と

き
は
、
参
加
者
の
氏

名
と
連
絡
先
（
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

窓
口
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
午
前

子
育
て
・
健
康

子育て世帯へ大切なお知らせ

子育て世帯生活支援特別給付金

【共通事項】

▼ �申請　健康・こども課窓口

▼ �申請期限　令和６年 2月 29日木

▼ �問い合わせ　子育て支援係
　（☎２２３‐３５３７）

町ホームページ

ひとり親世帯以外の世帯

▽ �対象　
　次のいずれかに当てはまる人
①�令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金
を芦屋町から支給された人

② 18 歳未満の児童を養育する人で、令和５年
　度の住民税均等割が非課税の人
③ �18 歳未満の児童を養育する人で、物価高騰
の影響で令和５年１月以降の家計が急変し、
収入が住民税非課税相当になった人

▽ �支給手続き
①�の人は申請不要です。５月 31日
に町から令和４年度の給付金支
給口座に振り込んでいます。
②�③の人は申請が必要です。詳しく
は町ホームページを見てください。

電子メール

ひとり親世帯

▽ �対象　
　次のいずれかに当てはまる人
①�令和５年３月分の児童扶養手当受給者（４月
分の新規児童扶養手当受給者も対象）
②�公的年金等の受給により、令和５年３月分の
児童扶養手当の支給を受けていない人
③�物価高騰の影響で家計が急変し、収入が児童
扶養手当受給者と同じ水準になった人

▽ �支給手続き
①�の人は申請不要です。給付金の支給時期が決
定し次第、福岡県が支給します。
②�③の人は申請が必要です。詳しくは福岡県ホ
ームページを見てください。

▼ �支給額 児童１人当たり一律５万円

福岡県ホームページ
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９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
日
曜
・
祝

日
は
休
館
）
で
す
。

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
歯
の
健
康
と
食
事
の
話
」

　

歯
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
自
分
の
歯
で
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
、
歯
の
健
康
の
こ
と
を

学
び
ま
し
ょ
う
。
歯
科
衛
生
士
・
管
理

栄
養
士
が
話
を
し
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
25
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ハ
ン
カ
チ

▽�

申
し
込
み　

７
月
18
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　
７
月
19
日
水
・

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。

た
だ
し
65
歳
以
上
の
場
合
、
60
～
64

歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

水
遊
び
な
ど
で
感
染
す
る

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
に
注
意

　
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
は
、
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ

と
い
う
細
菌
が
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ

る
人
獣
共
通
感
染
症
で
す
。
レ
プ
ト
ス

ピ
ラ
は
、
汚
染
さ
れ
た
川
の
水
や
土
壌

な
ど
を
介
し
て
感
染
し
、
発
熱
や
頭
痛
、

筋
肉
痛
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。
県
内
で
も
、事
例
が
発
生
し
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
す
。

⃝
�

川
や
池
な
ど
で
遊
泳
、
レ
ジ
ャ
ー
を
行

う
と
き
は
、
水
中
で
け
が
を
し
な
い
よ

う
適
切
な
服
装
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

け
が
を
し
て
い
る
と
き
は
水
の
中
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

川
の
水
は
そ
の
ま
ま
飲
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

台
風
や
大
雨
の
後
な
ど
で
川
や
池
の

水
が
増
水
し
て
い
る
場
合
や
濁
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
の
中
に
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

老
人
憩
の
家
健
康
相
談

　

老
人
憩
の
家
健
康
相
談
を
７
月
か
ら

再
開
し
ま
す
。
保
健
師
が
血
圧
測
定
を

行
い
、
健
康
や
介
護
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ

　

�【
山
鹿
荘
】
偶
数
月
は
第
１
月
曜
日
、

奇
数
月
は
第
１
火
曜
日

　

�【
寿
楽
会
館
】偶
数
月
は
第
２
月
曜
日
、

奇
数
月
は
第
２
火
曜
日

　

�【
鶴
松
荘
】
偶
数
月
は
第
３
月
曜
日
、

奇
数
月
は
第
３
火
曜
日

　
す
べ
て
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

※�

祝
日
な
ど
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　
60
歳
以
上

▽
利
用
料　
無
料

▽�
問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

教
育
相
談
会

　
日
常
生
活
の
中
で
「
こ
と
ば
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
生
活
習
慣
」「
学
習
」

と
い
っ
た
、
子
ど
も
の
発
達
や
成
長
の
こ

と
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
を
専
門
家
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
８
月
３
日
木
・
午
後
０
時
30

分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
役
場
３
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
で
、
子
ど
も
（
特
に

小
学
校
就
学
前
）
の
発
達
や
成
長
の

こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
人

▽�

定
員　
８
組

▽
費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
７
月
３
日
月
～
14
日
金
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
学
校

教
育
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
７
）
へ

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

７
月
６
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

７
月
20
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

相
談
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成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

　

認
知
症
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
人

は
、
生
活
費
の
管
理

が
う
ま
く
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
悪
質
な

訪
問
販
売
で
必
要
の

な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問

題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
年

後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
人
の
権
利
や

財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

　
北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の

社
会
福
祉
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
26
日
水
・
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ
の

家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
３
日
月
か
ら
芦
屋

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

課
内
）（
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
芦
屋
町
、
岡
垣
町
、

遠
賀
町
の
順
に
出
張
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
団
地　
新
緑
ヶ
丘
団
地
＝
世
帯

向
け
（
２
戸
程
度
）

　
後
水
団
地
＝
世
帯
向
け
（
１
戸
程
度
）

▽�

応
募
資
格　
応
募
時
点
で
町
内
に
3

カ
月
以
上
住
民
登
録
の
あ
る
世
帯
ま

た
は
町
内
勤
務
者
の
い
る
世
帯

※�

収
入
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
、
環
境

住
宅
課
窓
口
で
配
布
す
る
募
集
案
内

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
申
し
込
み　
８
月
１
日
火
～
15
日
火

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん

▽�

抽
せ
ん
会　
８
月
29
日
火

※�

不
参
加
で
も
当
落
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※�

現
在
、
所
得
制
限
外
住
宅
に
住
ん
で

い
る
人
で
も
、
要
件
を
満
た
す
場
合

は
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
住
宅
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
４
０
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
事
務
補
助
員
（
高
齢
者
支
援
係
）

▽�

任
期  

８
月
21
日
月
～
10
月
６
日
金

※
任
期
の
更
新
な
し�

▽
募
集
人
数 　
３
人

▽�

業
務
内
容　
敬
老
祝
金
支
給
に
伴
う

業
務（
商
品
券
管
理
、受
付
事
務
な
ど
）

▽�

勤
務
時
間　
①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分　

②
午
前
８
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分
（
休
憩
60
分
）　　
　

③
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
休

憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
任
期
中
、
月
15
日
程
度

勤
務
の
シ
フ
ト
制
（
土
日
祝
日
休
み
）

▽
報
酬 　
時
給
９
２
９
円

▽�

保
険 　
な
し

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
限　
7
月
26
日
水
（
必
着
）

▽�

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
７
４
）
へ
提
出

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
化
月
間

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
関
し
て
の
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
官
民

一
体
で
取
り
組
む
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域

社
会
で
あ
り
、
ま
た
罪
を
犯
し
た
人
や

非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
促
す
場
も

地
域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年
の
立

ち
直
り
を
温
か
い
目
で
見
守
り
、
援
助

の
手
を
さ
し
の
べ
、
明
る
い
社
会
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
遠
賀
保
護
区
保
護
司

会
（
☎
２
０
１
‐
２
１
４
４
）

自
衛
官
採
用
試
験

▽�

種
目　
①
一
般
曹

候
補
生 

②
自
衛

官
候
補
生

▽�

受
付
期
間　
①
７

月
１
日
土
～
９
月

５
日
火 

②
年
間

を
と
お
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

応
募
資
格　
採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
、
18
歳
～
33
歳
未
満
の
男
女

※�

試
験
日
、
試
験
会
場
は
問
い
合
わ
せ

相
談
・
募
集

お
知
ら
せ

広報あしや　2023.7 ㉔



て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
芦
屋
地
域
事
務
所
担
当 

松
尾

（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１
内
線
３
４
８
）

町
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
の

資
産
報
告
書
を
閲
覧
で
き
ま
す

　

芦
屋
町
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、

町
長
を
は
じ
め
、
町
特
別
職
、
議
会
議

員
の
資
産
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
４
月
の
町
議
会
議

員
選
挙
で
当
選
し
た
新
人
、
元
職
の
資

産
報
告
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

と
き　
休
日
を
除
く
月
～
金
・
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

▽
と
こ
ろ　
総
務
課
窓
口

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

防
災
士
の
資
格
を
と
り
ま
せ
ん
か

　

地
域
に
お
け

る
防
災
力
向
上

の
担
い
手
と
な

る
人
材
を
養
成

す
る
た
め
、
防
災
士
の
資
格
取
得
に
か

か
る
費
用
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

【
防
災
士
養
成
研
修
・
試
験
】

▽
と
き
・
と
こ
ろ

　
次
の
い
ず
れ
か
で
受
講
で
き
ま
す
。

　

�

①
11
月
11
日
土
、
12
日
日
の
午
前
９

時
開
始
・
毎
日
西
部
会
館
９
階
（
小

倉
北
区
紺
屋
町
）

　

�

②
11
月
21
日
火
、
22
日
水
の
午
前
９

時
開
始
・
福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
８

階
（
福
岡
市
博
多
区
）

▽�

費
用　
資
格
取
得
に
係
る
教
本
代（
４

０
０
０
円
）、受
験
料（
３
０
０
０
円
）、

認
証
登
録
料
、（
５
０
０
０
円
）
の
計

１
万
２
０
０
０
円
を
芦
屋
町
が
負
担

し
ま
す
。

※�

認
証
登
録
に
必
要
な
証
明
写
真
代
、

救
急
救
命
講
習
の
修
了
証
の
コ
ピ
ー

代
、
受
講
会
場
ま
で
の
交
通
費
や
昼

食
費
な
ど
の
個
人
に
か
か
る
費
用
は
、

受
講
者
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
込
方
法　

７
月
14
日
金
ま
で
に
、

総
務
課
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
窓
口
で
受
講
申
込
書
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
）。

※�

本
研
修
・
試
験
の
受
講
日
に
、
救
急

救
命
講
習
修
了
証
（
５
年
以
内
に
発

行
）
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

マイナンバーカードの
休日・夜間窓口を開設します
　平日役場開庁時に、マイナン
バーカードの受け取りや申請
ができない人のために、次の日
程で休日・夜間窓口を開設しま
す。この機会にマイナンバーカ
ードを持ってみませんか。
※�急きょ中止になる場合は、ホームページに掲載
します。

▽ �とき　【休日窓口】７月９日日、29日土・午前
８時 30分～正午
　�【夜間窓口】７月５日水、20 日木・午後５時
15分～７時 30分

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申請
書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮影）、
通知カード、本人確認書類、住民基本台帳カー
ド（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確
認書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）
※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証な
どの顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。
※手続きは本人のみできます。
※�マイナポイントの申し込み支援
や証明書の発行、転入・転出
の異動の受け付けなどは行い
ません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日・
夜間窓口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行
訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　７月 18日火・19日水の日没～午後９時
ごろ（予備日＝ 20 日木・21 日金・24 日月・
25日火・26日水・27日木、28日金）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）
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医
療
費
通
知
の
発
送
月
が

偶
数
月
に
変
わ
り
ま
す

　

芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
２
カ

月
に
１
回
（
奇
数
月
の
月
末
）
に
、
世

帯
主
へ
医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま

す
が
、
６
月
か
ら
発
送
月
を
偶
数
月
の

月
末
に
変
更
し
ま
す
。

　

こ
の
変
更
は
、
12
月
ま
で
の
医
療
費

が
記
載
さ
れ
た
医
療
費
通
知
を
翌
年
２

月
末
ま
で
に
発
送
す
る
こ
と
で
、
確
定

申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
時
期
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
で
す
。

〇�

令
和
５
年
６
月
以
降
の
医
療
費
通
知

発
送
月
一
覧

診
療
年
月

発
送
年
月

令
和
５
年
４
月

６
月
末

５
～
６
月

８
月
末

７
～
８
月

10
月
末

９
～
10
月

12
月
末

11
～
12
月
令
和
６
年
２
月
末

▽�

問
い
合
わ
せ　

　

�

医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と
＝
保
険

年
金
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
２
）

　

�

確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
＝ 

課
税
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

７
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
各
月
の
納
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

納
期
限１

期

７
月
31
日
月

２
期

８
月
31
日
木

３
期

10
月
２
日
月

４
期

10
月
31
日
火

５
期

11
月
30
日
木

６
期

12
月
25
日
月

７
期

令
和
６
年
１
月
31
日
水

８
期

２
月
29
日
木

９
期

４
月
１
日
月

※��

口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
日
は
、

各
納
付
月
の
25
日
（
土
日
祝
日
の
場

合
は
、
翌
営
業
日
）
で
す
。
口
座
の

残
高
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ

　

�

課
税
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）

　

�

納
税
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
５
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

切
り
替
え

　

現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
９
月
30
日
土
で
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
新
し
い
医
療
証
へ

の
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。
該
当
者（
資

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金の
対象者に確認書を発送します

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による家計への負担増を踏まえ、特に家計
への影響が大きい低所得世帯（令和５年度の住民税非課税世帯）に対して、１世
帯あたり３万円を給付します。

▽ ��対象世帯
　令和５年５月１日に芦屋町に住民登録があり、世帯全員の住民税均等割が非課
税である世帯（住民税均等割が課税されている者の扶養親族などのみからなる世
帯も対象となります）

▽ �手続き
　６月下旬に対象世帯の世帯主に確認書を送付しますので、内容を確認し、返送
してください。期限内に返送がない場合は給付ができませんので注意してください。
※�非課税世帯であっても、次のいずれかの場合は確認書が送付されないことがありますので、申
請が必要です。
◦�世帯の中に令和５年１月２日以降に転入した人がいる
◦�世帯の中に確定申告または令和５年度住民税申告をしていない人がいる

▽ �申請・返送期限　10月 31日火
※当日消印有効

▽問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）

お
知
ら
せ

広報あしや　2023.7 ㉖



格
停
止
者
も
含
み
ま
す
）
に
は
７
月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
中

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
う
え
、
認
定
者
に
は
９
月
末
ま
で
に

新
し
い
医
療
証
を
、
資
格
停
止
者
に
は

通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

　

�

①
現
在
使
用
中
の
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
証
（
停
止
中
の
人
は
不
要
） 

　

�

②
健
康
保
険
証 

　

�

③
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
遺
族
年
金

証
書
（
受
給
し
て
い
る
人
の
み
）

　

�

④
令
和
５
年
度
（
令
和
４
年
分
）
の

所
得
証
明
書
（
令
和
５
年
１
月
２
日

以
降
に
芦
屋
町
に
転
入
し
た
人
の
み
）

※�

④
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
に
住
ん
で

い
た
市
町
村
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
付
期
間　
８
月
１
日
火
～
31
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

国民年金保険料免除制度・納付猶予制度

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付す
ることが困難な場合、「保険料免除制度」や「納
付猶予制度」があります。
●保険料免除制度
　�　保険料の免除を受けるには、本人・配偶者・
世帯主の前年所得が所得基準の範囲内である
必要があります。基準額以下であれば、段階に
応じて全額または一部が免除されます。
　�　また、免除には退職（失業）の特例があります。
所得審査の対象となる本人・配偶者・世帯主の
中で、申請する年度または前年度に退職した人は、
雇用保険の受給資格者証や離職票などを添付す
ることで、その人の所得審査が除外されます。
　※�一部免除の場合、免除後の保険料を納付しな
いと未納となりますので、必ず納付してくだ
さい。

●納付猶予制度
　�　50 歳未満の人は、本人・配偶者の前年所得
が一定額以下の場合、申請により月々の保険料
納付が猶予されます。

　※�追納＝免除や猶予を受けた期間は、将来受け
取る老齢基礎年金がその期間分だけ減額され
ますが、10年以内であれば、後から納めるこ
とができます。　 △

承認期間　７月～翌年６月
　※�毎年申請が必要です。７月以降に手続きを行
ってください。

　※�免除や猶予は２年１カ月前までさかのぼっ
て申請することができます。　 △

�手続きに必要なもの　基礎年金番号のわか
るもの、雇用保険被保険者離職票または受給
資格者証（失業により申請する場合）など

みんなのねんきん � ▽ �問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

町・県民税の申告のお願い
　
　７月 13 日木に、令和４年中の収入申告をしていな
い人に対して、申告はがきを送付します。はがきが届
いた人は、申告に必要な下記のものをそろえて、手続
きをしてください。なお、来庁がむずかしい場合は連
絡してください。

▽ �申告期限　８月 31日木（土日祝日を除く）・午前８
時 30分～午後５時 15分

▽ �ところ　税務課窓口

▽ �持ってくるもの　
◦�申告はがき
◦�所得の内容が分かるもの
  （源泉徴収票など）
◦��事業所得などがある人は経費が分か
るもの（帳簿、領収書など）
◦�生命保険、地震保険などの
　控除証明書
◦�障害者手帳など（交付を受けている人のみ）

▽問い合わせ　課税係（☎２２３‐３５３４）

申告はがき

広報あしや　2023.7 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp㉗



後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度にに加入加入しているしている皆さん皆さんへへ

▽問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）
　福岡県後期高齢者医療広域連合（☎〈０９２〉６５１‐３１１１）

　現在使用している保険証（桃色）の有効期限は、７月 31日月です。保険料の滞納がある人を除き、
８月 1日火から１年間使用できる新しい保険証（うす緑色）を、７月下旬に簡易書留で郵送します。
８月１日火以降に医療機関にかかるときは、うす緑色の保険証を窓口に提示してください。

　現在使用している限度額適用認定証（オレンジ色）や限度額適用・標準負担額減額認定証（白色）
の有効期限は、７月 31日月です。
　これらの認定証を持っている人で、令和５年度も同じように認定証を発行できる条件の人には、
８月１日火からの新しい認定証を、保険証とは別に７月下旬に郵送します。
　なお、認定証を持っていない人が交付を希望する場合は、保険年金係で申請が必要です。

▽ �申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証（保険証）

【限度額適用認定証とは】
　限度額適用認定証とは、負担割合が３割になる人で、所得が一定額未満の人に発行します。入院また
は高額な外来診療を受ける際に医療機関窓口に提示すると、医療費の自己負担が限度額までとなります。
【限度額適用・標準負担額減額認定証とは】
　限度額適用・標準負担額減額認定証とは、世帯全員が住民税非課税である人に発行します。入院
または高額な外来診療を受ける際に医療機関窓口に提示すると、医療費の自己負担が限度額までと
なり、入院時の食費・居住費の負担も減額されます。

 ◆限度額適用認定証などが８月に更新されます ◆限度額適用認定証などが８月に更新されます

 ◆令和５年度の保険料 ◆令和５年度の保険料

　令和４年中の所得金額と世帯状況により、保険料額を決定します。７月中旬に郵送する「後期高
齢者医療保険料額決定通知書」で確認してください。世帯状況は、令和５年４月１日時点（75歳に
なった人、県外からの転入者などはその時点）を基準にしています。

 ◆保険証が８月に更新されます ◆保険証が８月に更新されます

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
10
日
月
～
19
日
水

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
に
、
県
下
一
斉
に
交
通

安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
し
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
意
識
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼�

重
点
項
目　

○
飲
酒
運
転
の
撲
滅

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
横
断
歩
道
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
の
推
進

○�

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
の
徹
底

▼�

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
飲
酒
運
転　

　

飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、

高
額
の
罰
金
、
懲
役
、
免
許
取
消
し
、
会

社
の
解
雇
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
態
を
招
き
ま
す
。
自
分
は
も
ち
ろ
ん

お
知
ら
せ

飲酒運転は絶対しない、
させない、許さない、
そして、見逃さない。
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　現在使用している保険証（藤色）の有効期限は、７月 31日月です。８月から使用できる新しい保険
証（桃色）を簡易書留で郵送します。有効期限が切れた古い保険証は、はさみなどで切ってから捨て
てください。
◦新しい保険証を郵送
　�　７月下旬に、世帯主宛てに簡易書留で郵送します。受け取りには、世帯主本人か同一世帯員の認
印またはサインが必要です。不在で受け取ることができなかった場合は、郵便局の不在通知に従っ
て受け取ってください。
　※�郵便局の保管期限までに受け取ることができなかった場合は、住民課窓口で渡しますので、以下
のものを持参してください。

　 ▽ �受け取りに必要なもの　本人確認ができるもの（マイナンバーカードや保険証、運転免許証など）、
委任状（別世帯の人が取りにくる場合）

◦新しい保険証の有効期限
　�　新しい保険証の有効期限は、令和６年７月 31日水までです。
　　ただし、下記に該当する人は、有効期限が異なります。

対 象 有効期限 内 容

令和６年７月31日ま
でに75歳になる人 75歳の誕生日の前日

誕生日から後期高齢者医療制度に加入するこ
とになります。誕生日の前月中旬に、後期高
齢者医療の保険証が届きます。

令和５年８月以降に
70歳になる人 70歳の誕生月の月末

70歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の場合は
誕生月）から使用する高齢受給者証が一体と
なった保険証を誕生月の下旬に郵送します。

◦町外に住んでいる人の保険証発行には申請が必要です
　�　世帯の被保険者で、就学のため町外へ住民票を移している場合は、申請により保険証を交付します。
以下のものを持参し、保険年金係で申請してください。

　 ▽ �申請・受け取りに必要なもの　在学証明書または合格通知書、窓口に来た人の本人確認ができるもの
◦国民健康保険税（国保税）の滞納者には、保険証を郵送しません
　�　令和４年度以前の国保税に未納がある場合（７月１日土までに納付が確認できない場合）は、保
険証を郵送しませんので窓口に来てください。

　 ▽ �問い合わせ　保険証のこと＝保険年金係（☎２２３‐３５３２）
　　　　　　　　国保税納付のこと＝納税係（☎２２３‐３５３５）

令和５年度の
国民健康保険被保険者証（保険証）を郵送します

家
族
や
知
人
が
飲
酒
運
転
し
な
い
よ
う
、

声
か
け
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
・
交
通
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

祇
園
大
祭
電
飾
山
笠
開
催
に
伴
う

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
変
更

　
祇
園
大
祭
電
飾
山
笠
が
正
門
通
商
店

街
周
辺
で
行
わ
れ
る
た
め
、
芦
屋
タ
ウ

ン
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
を
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
16
日
日
・
午
後
７
時
～

９
時

■
芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
ル
ー
ト
変
更

�　

遠
賀
川
駅
発
（
祇
園
崎
経
由
）
の
①

午
後
７
時
２
分
発
、
②
午
後
８
時
７
分

発
の
２
便
が
、
鶴
松
団

地
経
由
に
な
り
ま
す
。

※�

祇
園
崎
バ
ス
停
・
正
門
通
バ
ス
停
の

定
期
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
右
記

の
２
便
の
み
、
鶴
松
団
地
バ
ス
停
、

高
浜
町
バ
ス
停
、
自
衛
隊
前
バ
ス
停

で
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

浜
口
南
バ
ス
停
の
定
期
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
浜
口
バ
ス
停
で
し
か
降

り
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
・
交
通
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

�

祇
園
崎
は
経
由
し
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
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中
央
公
民
館
講
座

●
色
彩
心
理
学
入
門(
実
践)

　
～
色
と
心
身
の
素
直
な
関
係
～

　

無
意
識
に
選
ぶ
色
に
は
理
由
が
あ
り

ま
す
。
色
は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
、
心
豊
か
な
マ

イ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
生
か
せ

ま
す
。
日
常
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
や
気
分

転
換
に
も
役
立
つ
色
彩
心
理
を
実
践
し

な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
体
験
型
講
座
で
す
。

▽�

と
き　
７
月
８
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
浅
井
さ
ち
子
さ
ん
（
心
理
カ

ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▽
定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
６
月
25
日
日
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
の
収
蔵
展
示
施
設

改
修
工
事
に
伴
う
臨
時
休
館

　

改
修
工
事
に
伴
い
、
芦
屋
釜
の
里
を

臨
時
休
館
し
ま
す
。

▽�

休
館
期
間　
９
月
１
日
金
～
４
日
月
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
休
館
期
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

七
夕
煎
茶
会

　

新
緑
が
美
し
い
季
節
に
七
夕
煎
茶
会

を
行
い
ま
す
。

▽��

と
き　
７
月
２
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

大
茶
室

▽�
内
容　
大
茶
室
で
の
茶
会
（
和
菓
子

と
煎せ
ん
茶
）

▽�

料
金　
高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
入

館
料
と
お
茶
代
）、中
学
生
３
０
０
円・

小
学
生
以
下
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

❷
夏
限
定
、
抹
茶
ア
イ
ス

　

星
野
村
の
抹
茶

と
阿
蘇
の
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
を
使
っ

た
、
こ
だ
わ
り
の

味
を
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

▽�

期
間　

７
月
15

日
土
～
８
月
31

日
木

▽�

料
金　
高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
入

館
料
と
ア
イ
ス
、
冷
茶
代
）、
中
学
生

３
０
０
円
・
小
学
生
以
下
２
０
０
円

（
ア
イ
ス
、
冷
茶
代
）

お
知
ら
せ

消費者ホットニュース

★�重要：今すぐあなたのアカウントを確認
してください
★�セキュリティ警告：お支払方法の情報を
更新するにはアクションが必要です
★アカウントのセキュリティ通知
★�あなたのアカウントはセキュリティ上の
理由でロックされています

　これらは詐欺メール（フィッシングメー
ル）にある件名の一例です。不安になって、
メールを開くと、　
お客様のアカウントを維持するためには個
人情報を確認する必要があります。続ける
にはこちらをクリック
　などの本文が表示され、促されるまま次
の画面に進み、大事な個人情報を入力して
しまいます。

　このような詐欺メールが蔓延している昨
今、全てのメールを信用しない！という考
え方が推奨されています。
①メールを開かない
②�リンクをタップしない（もちろん、電話
もかけない）
③個人情報を入力しない
　が対策の基本です。
▷�問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
（☎２２３‒３５４３）※環境住宅課内

そのメール！詐欺メールかもしれません

広報あしや　2023.7 ㉚



❸
夏
休
み
園
内
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

夏
休
み
期
間
中
、
子
ど
も
向
け
に
園

内
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
7
月
21
日
金
～
８
月
31
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
受
け
付
け

は
午
後
４
時
40
分
ま
で
）

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
内
各
所

▽�

内
容　
施
設
内
に
あ
る
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
て
ク
イ
ズ
を
解
く
（
す
べ
て
の

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
人
に
は
抽
せ
ん

で
賞
品
を
進
呈
）

▽
対
象　
中
学
生
以
下

▽�

参
加
費　
無
料

❹
朝
顔
呈
茶

　

夏
の
庭
園
の
風
情
を

楽
し
み
な
が
ら
抹
茶
を

一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　

７
月
29
日

土
、
30
日
日
・
午
前
９
時
～
午
後
４

時
40
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

立り
ゅ
う
れ
い礼
席

▽�

内
容　
立
礼
席
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※�

お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
入

館
料
と
お
茶
代
）、中
学
生
３
０
０
円・

小
学
生
以
下
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

❺�

夏
休
み
親
子
鋳
物
講
座

　

夏
休
み
に
親
子
で
鋳
物
の
作
品
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
８
月
５
日
土

　
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

図
書
室

▽
内
容　
錫す
ず
の
絵
皿
づ
く
り

▽
対
象　
小
学
４
年
～
中
学
３
年
生

▽�

定
員　
各
８
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
８
５
０
円
（
材
料
費
）

※�

保
護
者
は
入
館
料
２
０
０
円
が
必
要

で
す
。

▽��

申
込
期
間　
7
月
７
日
金
～
21
日
金

❻�

夏
休
み
親
子
抹
茶
点た

て
体
験

　

親
子
で
一
緒
に
抹
茶
を
点
て
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽�
と
き　
８
月
６
日
日
・
午
前
10
時
30

分
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

大
茶
室

▽�

内
容　
抹
茶
を
点
て
る
体
験
と
抹
茶

の
飲
み
方
を
学
ぶ

▽
対
象　
小
学
生
以
上

▽
定
員　
５
組（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
高
校
生
以
上
５
０
０
円（
入

館
料
、
お
茶
・
菓
子
代
）、
中
学
生
３

０
０
円
・
小
学
生
２
０
０
円
（
お
茶
・

菓
子
代
）

▽�

申
込
期
間　
７
月
16
日
日
～
30
日
日

【
共
通
項
目
】�

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２
２

３
‐
５
８
８
１
）

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
月

曜
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休

館
で
す
。

※�

令
和
５
年
度
は
、
県
の
事
業
に
よ
り

小
中
学
生
の
入
館
料
は
無
料
で
す
。

地
域
の
行
政
情
報
や

身
近
な
話
題
を

声声
で
お
届
け
！

　

芦
屋
町
で
は
、
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
や
文
字
を
読
む
の
が
困

難
な
高
齢
者
な
ど
の
た
め
に
、「
広

報
あ
し
や
」
と
「
芦
屋
町
議
会
だ

よ
り
」
を
音
声
に
し
て
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

音
声
デ
ー
タ
は
デ
イ
ジ
ー
図
書

（
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
対
応
拡
張
子
）

と
Ｍ
Ｐ
３
で
す
。
利
用
を
希
望
す

る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
広
報
情
報
係

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
６
９
）

広
告広報あしやに、広告を掲載しませんか

　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の
１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

広報あしや　2023.7 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp㉛
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　町では、平成 25年に芦屋町観光基本構想を策定し、観光施策を進めてきました。これま
での計画が 3月末で終了したため、「第 2期芦屋町観光基本構想」を策定しました。この計
画では、7つの基本戦略と 21の基本施策を展開し、計画的、体系的に取り組みます。観光の
質を高め、観光客の満足度向上を図るとともに、地域経済の活性化や生活環境の向上で住民
にとって住みよい町に繋げ、持続可能なまちづくりに寄与していくことを目指し
ます。計画期間は、令和 5年度から令和 14年度までの 10年間です。詳しくは、
町ホームページを見てください。

第２期芦屋町観光基本構想を策定しました
■問い合わせ　商工観光係（☎２２３‐３５４２）

町ホームページ



広報あしや　2023.7㉝

■�日々の活動は Instagram で発信し
ていますので、フォローして活動を
応援してもらえるとうれしいです！

地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入れ、
地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着を図るこ
とで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。

■あいさつ
　4月1日に芦屋町地域おこし協
力隊に着任いたしました料所宏会
です。暮らしに小さなワクワクを
添えられるような芦屋町の魅力や
おもしろ情報を発信していこうと
考えています。

料
りょうしょ

所 宏
ひ ろ え

会　遠賀町出身

■芦屋町に来てからの日常
　引っ越してから間もない
ので、片付けと育児でバタ
バタと過ごしていますが、
小さな子どもを連れて行け
るところを少しずつ開拓し
ています。芦屋町は子ども
が喜びそうな場所が多いの
で、楽しみです♪

　最近は大好きな編み物をする時間があまり取れて
いないので、趣味の時
間も作っていきたいと
思います。新しい分野
の手芸にも挑戦してみ
たい！もの作りが好き
な人とお話ししたいの
でお声掛けいただける
とうれしいです。

■協力隊の活動
　今は町内の施設を訪れて、話を聞いたり写真を撮
ったりしながら芦屋町のことを勉強しています。町
を周って芦屋町のいいところをどんどん SNSで発
信していきたいです。
　地域おこし協力隊の SNSアカウントでは、芦屋
町で働く皆さんや芦屋町の日常にスポットを当てた
いと考えています。「見るとホッとする」、「懐かし
くなる」、「芦屋町に帰りたくなる」…そんな気持ち
になれるアカウン
トを目指していま
す。町内外の人に
芦屋町の魅力が伝
わるように、フォ
ローや拡散で応援
をお願いします。
　また、芦屋町に
来たことがない人が、芦屋町へ来るきっかけになる
イベントなども企画していきたいです。
　地域の皆さんにご協力をお願いすることがあるか
もしれません。その際はどうぞよろしくお願いいた
します。

■略歴
　秋田県にある国際教養
大学国際教養学部卒業
後、ノルウェーのオスロ
大学教育学部へ進学しま
した。在学中はオスロ日
本人補習校で小中学生に算数・数学を教えていました。
大学２年の時、フィンランドのヘルシンキ大学教育学
部へ留学し、現地の小中学校や大学の授業に参加し
学びました。
　卒業後はノルウェ
ーの幼稚園で働いて
いました。高校卒業
以来、ずっと雪国で
過ごしていたので久
しぶりに暖かいとこ
ろに戻って来られて
うれしいです。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
っ

て
ど
ん
な
国
っ

ち
ゃ
？

芦
屋
町
に
は

子
ど
も
と

遊
べ
る
場
所
が

た
く
さ
ん

あ
る
っ
ち
ゃ
！

一
緒
に
遊
ぶ

っ
ち
ゃ
！

い
つ
か
一
緒

に
釜
を
つ
く

る
っ
ち
ゃ
♪

▽ �問い合わせ　地方創生推進係　（☎２２３‐３５７１）

フ
ォ
ロ
ー

も
よ
ろ
し

く
っ
ち
ゃ

～
！

△�山の上から見るフィヨルド
は絶景ですよ

△�手作りしたものを子ど
もたちが使っているの
を見ると癒されます

△�イースター休暇は編み物を
して楽しみました

△�ノルウェーでも海の街に住んでい
ました



 

　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働してつくるもの」と考え、町政への提
案や意見などをいただく「町長への手紙」と、「ご意見箱」があります。今回は、令
和４年度にいただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）

町長への手紙 ・ ご意見箱

狩尾岬散策道案内板
近くにベンチを設置して
ほしい

　毎日狩尾岬をウォーキングしていますが、
沖を見ながら一休みするときに座るところ
がなく、階段に座って休んでいます。ほか
の仲間もベンチがあれば助かると言ってい
ます。設置してくれませんか。
� （80歳代・男性）

要望の場所にベンチを
設置しました

　サイクリングやウォ
ーキングに利用する人
の利便性が向上すると
考え、福岡北九州県土
整備事務所の許可を得て、ベンチを設置し
ました。
� （産業観光課）

対応

手紙
町長への手紙を簡単な
つくりにしてほしい

　町長への手紙の作り方が難しく高齢者に
は大変です。簡単な手紙にしてほしいです。
はさみやのりを使わなくてもよいものにし
てください。
� （匿名）

手紙

町長への手紙の様式を
改善しました

　住民の皆さんが簡単に
町長への手紙を作成し、
出せるように町長への手
紙の様式を改善しまし
た。はさみを使わず、専
用紙を折ってのり付けす
るだけで出せるようにし
ました。
� （企画政策課）

対応

令和４年度　受付状況
■年代別受付人数

町長への手紙 ご意見箱
受付（人）構成比（％）受付（人）構成比（％）

19歳以下 0 0 0 0
20・30代 7 9.1 7 33.3
40・50代 17 22.1 6 28.6
60 歳以上 28 36.4 3 14.3
不　明 25 32.4 5 23.8
計 77 100.0 21 100.0

■性質別受付件数（１通に複数の内容あり）
町長への手紙 ご意見箱

受付（件）構成比（％）受付（件）構成比（％）
意見・提案 7 7.1 8 30.8
要望・苦情 87 87.9 17 65.4
お礼など 5 5.0 1 3.8
計 99 100.0 26 100.0

○�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの
声を町政に反映させるためのものです。まち
づくりの提案や意見、日常生活の中で感じて
いることをお寄せください。
　○�町長への手紙やご意見箱は、個人のプライバ
シーや利害にかかわるもの以外は、差出人へ
返事を送ります。できるだけ、名前と住所な
どを記入してください。なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷の類
たぐい

は受け付けません。
　△ 町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、
山鹿公民館、芦屋東公民館
　△ ご意見箱
　�　町のホームページ（トップページ下部）に
ある「ご意見・ご提案」からお寄せください。
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差
出
有
効
期
限

令
和
７
年
６
月

18
日
ま
で

■問い合わせ　企画政策課広報情報係（☎２２３‐３５６９）

ホームページ

のりしろ②

の
り
し
ろ
②

●この手紙を折ってのりづけし、封筒の形を作って、郵便ポストに入

   れてください。この手紙は令和７年６月18日まで使うことができます。

●ご意見は、町のホームページ（トップページ下部）のご意見・ご提案

　からも送ることができます。

　まちづくりは町民全員が協働してつくるもの。芦屋町に住んでいる皆さん

一人一人が町政や地域社会に、より関心を持っていただくほど、芦屋町は

住み良いまちになっていきます。

　町政への提案や意見、要望、質問、日常生活の中で感じていることなど、

あなたの声を聴かせてください。

　町長への手紙は、個人のプライバシーや利害にかかわるもの以外は回

答しますので、住所や名前などを記入してください。ただし、内容によっては

回答という形をとらずに、今後のまちづくりの参考にさせていただく場合もあ

ります。また、誹謗中傷の類は、手紙としては処理しません。

やま折り①

やま折り②

の
り
し
ろ
②

二
島

郵
便

局
承

　
 認
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㉟

維
新
前
夜
と
山
鹿
流
①

　
芦
屋
歴
史
の
里
特
別
展
「
維
新
前
夜
と

山
鹿
流
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
今
回
は
尊そ
ん

王の
う
の
士
と
し
て
全
国
を
遊ゆ
う
ぜ
い説
し
、
芦
屋
を

訪
れ
句
を
残
し
て
い
る
高た
か
や
ま
ひ
こ
く
ろ
う

山
彦
九
郎
正ま
さ

之の
り
を
紹
介
す
る
。

　
彦
九
郎
は
尊
王
家
で
遊ゆ

う
れ
き
か

歴
家
で
あ
る
。

江
戸
時
代
中
ご
ろ
の
人
で
、「
寛
政
の
三

奇
人
」
と
し
て
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
彼

は
江
戸
時
代
の
爛ら
ん
じ
ゅ
く
き

熟
期
の
文
化
・
文
政
時

代
（
１
８
０
４
～
１
８
３
０
年
）
よ
り
も

ず
っ
と
前
の
生
ま
れ
で
、
彼
の
生
き
た
時

代
は
幕
末
の
よ
う
な
荒
ぶ
る
政
治
の
時

代
で
は
な
か
っ
た
。
幾
度
か
日
本
の
沿
岸

に
ロ
シ
ア
船
や
西
欧
の
遠
洋
用
の
船
が

出
没
し
始
め
て
い
る
時
期
と
は
い
え
、
一

般
の
人
々
に
と
っ
て
、
世
は
徳
川
幕
府
の

も
と
で
天
下
泰
平
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
時
代
に
彼
は
、「
日
本
に
は
天
皇
と
い
う

潜
在
的
君
主
が
居
ら
れ
る
。
将
軍
・
幕
府

は
そ
の
風
下
に
立
つ
べ
き
存
在
で
あ
る
」

と
い
う
、
当
時

と
し
て
は
珍
し

い
尊
王
論
を
説

い
て
ま
わ
っ
た
。

　

彼
は
誰
に
師

事
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
ひ
た
す
ら

自
分
の
足
で
街
道
を
、
山
野
を
踏
み
分

け
、諸
国
の
賢
者
、学
者
な
ど
を
歴
訪
し
、

会
え
ば
志
を
述
べ
、
意
見
を
交
換
し
、
意

気
が
通
じ
れ
ば
抱
き
合
っ
て
哭な

き
、
次
の

目
的
地
に
急
い
だ
。
十
分
な
学
識
を
持
ち

合
わ
せ
な
が
ら
一
冊
の
書
物
を
著あ
ら
わす
こ

と
も
な
く
、あ
る
時
突
如
、腹
を
切
っ
た
。

彦
九
郎
の
出
現
は
、
遥
か
未
来
の
幕
末

揺よ
う
ら
ん
き

籃
期
の
尊
王
思
想
の
呼
び
水
と
な
っ

た
。
諡し
ご
う号（
戒か
い
み
ょ
う名）は「
松し
ょ
う
い
ん
い
は
く
こ
じ

陰
以
白
居
士
」。

吉
田
松
陰
（
幕
末
の
思
想
家
・
教
育
者
）

の
名
は
、
こ
の
彦
九
郎
の
諡
号
か
ら
と
ら

れ
て
い
る
。

■
延
享
４
（
１
７
４
７
）
年　

◦�

上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
新
田
郡
（
現
群
馬
県
太
田
市
）

生
ま
れ　

■
明
和
２
（
１
７
６
５
）
年　

◦��

18
歳
で
家
を
出
、
各
地
を
遊
歴
し
、
尊

王
論
を
説
く

■
寛
政
５
（
１
７
９
３
）
年

◎
５
月
29
日

◦�

山
鹿
来
訪　
山
鹿
狩
尾
宮
神
官
、
波
多

野
庸
成
と
談
じ
る

◦�

安
徳
天
皇
の
行あ
ん
ざ
い
し
ょ

在
所
や
津
軽
女じ
ょ
せ
ん仙
物

語
な
ど
を
宮
司
よ
り
聞
く

◦
波
多
野
宮
司
家
に
宿
泊

◎
６
月
１
日

◦�

祇
園
社
（
須
賀
神
社
）・狩
尾
大
明
神
な

ど
を
参
拝
。
名
所
浪な
み
か懸
け
の
岸
を
見
る

　

�「
浪
懸
の 

岸
打
音
も 

静
か
な
る 

御み

よ代

の
た
め
し
と 

聞き
き
そ
楽
し
き
」
彦
九
郎

◎
６
月
２
日

◦�

彦
九
郎
・
波
多
野
庸
成
・
秋
枝
広
成
の

三
人
の
会
談
が
弾
む

　

�「
た
々
津
く
し
よ
し
と
来
て
な
く
蝉
の

声
な
つ
の
山
鹿
の
梢
に
そ
聞
く
」
庸
成

　

�「
聞き
き

人
の
有
に
そ
語
る
空う
つ
せ
み蝉
の
む
な
し

く
時
を
過
こ
す
と
思
ハ
て
」
彦
九
郎

　

�「
思
ひ
き
や
葎む
ぐ
らの
宿
の
秋
ま
た
て
こ
き

言
の
葉
の
色
を
見
ん
と
ハ
」
庸
成

　

�「
言
の
葉
の
さ
か
ゆ
く
宿
と
聞き
く

か
ら
に

尋
ね
し
山
の
か
い
そ
有
け
る
」
彦
九
郎

◎
６
月
３
日

◦�

彦
九
郎
は
浪
懸

の
岸
あ
た
り
を

歩
い
た
。

　

�「
浪
懸
の
岸
に

望
め
ば
か
ら

（
唐
）
国
も
海
を

ひ
と
へ
の
と
な
り
也
け
り
」
彦
九
郎

◦�

彦
九
郎
が
山
鹿
の
波
多
野
庸
成
宅
に

滞
在
し
て
い
た
と
き
、
狩
尾
神
社
の
大

祭
が
執
り
行
わ
れ
、
神
官
た
ち
が
大
神

楽
を
奏
じ
た
。
こ
の
と
き
彦
九
郎
は
礼

装
し
て
端た
ん
ざ座
し
、
大
神
楽
が
終
わ
る
ま

で
膝
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
謹
厳
な
そ
の

態
度
に
見
る
人
は
み
な
胸
を
打
た
れ

た
と
い
う
。

◎
６
月
４
日

◦�

彦
九
郎
は

庸
成
宅
を

辞
し
、遠
賀

川
を
渡
っ
た
。〈
遠
賀
川
を
渡
る
、百
二

十
五
間
、
右
の
方
垂た
る
ま
の
間
野
の
橋
の
跡あ
と
こ
ん坤

（
西
南
）に
渡
る
。
芦
屋
に
橋
本
と
て
有

橋は
し
ぐ
い杭
も
有
と
伝
ふ
、
渡
り
て
芦
屋
町
也

千
軒
〉
と
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。

◎
６
月
27
日　

◦�

久
留
米
の
友
人
、
森もり
か
ぜ
ん
嘉
膳
宅
に
て
自
刃

　

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
二
十
六

△彦九郎の銅像
　久留米（遍照院）

△�彦九郎の歌碑
　（浪懸遊歩道入口）

△�彦九郎の墓
　久留米（遍照院）

編

集
後
記

▼
１
０
０
０
号
特
集
の
取
材
の
た
め
に

過
去
の
広
報
あ
し
や
を
読
む
と
、町
の
歴

史
や
広
報
担
当
者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。今
後
も
町
民
に
愛
さ
れ
る
広

報
紙
作
り
を
頑
張
り
ま
す
。�

（
手
塚
）

▼
20
年
役
場
で
働
い
て
い
て
も
ど
こ
か
よ

そ
者
感
が
あ
る
私
で
す
が
、
古
い
広
報
を

読
ん
で
歴
史
に
触
れ
る
と
、
少
し
芦あ
し
や
び
と

屋
人

に
な
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。�

（
那な
ぎ木
）

▼
１
０
０
０
号
発
行
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
回
も
取

材
に
ご
協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
感
謝
で
す
。
過
去
に
広
報
に
載
っ
た

よ
と
い
う
皆
さ
ん
、
そ
の
後
の
活
動
や

影
響
な
ど
近
況
報
告
を
投
稿
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
待
っ
て
い
ま
す
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）
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５月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人46
人26死亡

人10
人21

令和5年５月末日現在 令和4年５月末日現在
人　口
男　性6,299
女　性6,697
世帯数6,397

人
人 6,511

6,875
6,482 世帯

人
人

世帯

12,996 人 13,386 人

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課広報情報係  ☎ 093（223）3569
〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20 ●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

▽募集職種　任期付職員（芦屋鋳物師後継候補者）

▽採用予定人数　２人
▽�職務内容　◦茶の湯釜をはじめとする鋳物の製作技術習得

◦芦屋釜の里業務の補助
▽�受験資格　平成５年４月２日から 18 年４月１日までの間

に生まれた人で、次のいずれかの要件を満たす人
　①�高等学校、専門学校、短期大学、大学などで美術分野に
関する課程を専攻した人

　②�工芸分野の技術職として実務経験のある人
　③①または②と同等の能力を有する人

▽�給与など
　�【給与】芦屋町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の規定により、給料（基本賃金）と諸手当を支給します。
　◦�給料月額　大学卒１８万５２００円、短期大学卒
１６万９８００円、高等学校卒１５万８９００円

　※採用前の職歴などにより調整を行います。
　※�給与改定などに伴い、変更になる場合があります。
　※�給料のほかに、期末・勤勉手当、通勤手当、住居手当、
時間外勤務手当があります。

　�【勤務時間、休暇など】
　◦�勤務時間　午前８時 30分～午後５時 15分（休憩 60分）
　◦�勤務形態　週５日（土日祝日勤務あり）
　◦�勤務場所　芦屋釜の里（芦屋町大字山鹿）　
　※�芦屋釜の里以外の場所で技術指導を行う場合があります。
　◦�休暇　年次有給休暇、特別休暇（夏期、出産、育児、子
の看護、慶弔など）、病気休暇など

　◦�保険など　福岡県市町村職員共済組合加入

▽�任用期間　令和６年４月１日～８年３月 31日
※�計画では芦屋鋳物師の養成期間として最長 12年間を予定
しています。

▽�申込期限　８月４日金まで
※�申し込み方法など、詳しくは芦屋釜の里ホーム
ページを見てください。

▽�問い合わせ　芦屋釜の里（☎２２３‐５８８１）

芦屋鋳
い も じ

物師後継候補者募集

千
芦屋釜の里工房
鋳込みの様子

芦屋町チャレンジショップが
オープンしました
　芦屋海浜公園にあるチャレンジショ
ップに、新しい店「P

ペ ネ ロ ー プ

ENELOPE」が
6月 4日にオープンしました。
　PENELOPE
では、ベーグル、
ベーグルサンド、
オムライスなど
を販売していま
す。

【店舗情報】
▷ショップ名　PENELOPE（ペネロープ）
▷�住所　〒 807-0133　福岡県遠賀郡
芦屋町芦屋 1455-284
▷営業時間　午前 10時～午後５時
▷休業日　月曜日
※�営業時間と休業日は、時期によって
変わる場合があります。
※�詳しい情報は、Instagramや Face
　book を見てください。

【芦屋町チャレンジショップ事業とは】
　芦屋町チャレンジショップ事業は、
町が行う創業支援事業の一つです。
　町が店舗（約
６坪）を整備し、
創業を希望する
人に安価で貸し
出すことで、実
際に営業するには経験が足りないとい
った人に、創業のチャレンジをする機
会を持ってもらうものです。
▷�問い合わせ　商工観光係（☎２２３
‐３５４２）

△ Instagram △ Facebook

皆さんの生活に役立つ

皆さんの生活に役立つ紙面
の充実を目指します

紙面
の充実を目指します




